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令和６年第１回枝幸町議会定例会会議録  

 

○議事日程（第１号）  

令和６年３月６日（水曜日）   午前１０時００分開会 

第 １        会議録署名議員の指名 

第 ２        会期の決定 

第 ３        諸報告 

第 ４        行政報告・教育行政報告 

第 ５        令和６年度町政執行方針・教育行政執行方針 

第 ６        一般質問 

第 ７ 陳情第 １号 日本国憲法の尊重・擁護に関する要請 

第 ８ 陳情第 ２号 食料自給率向上を政府の法的義務とすることを求める陳情 

第 ９ 同意第 ２号 枝幸町固定資産評価審査委員会委員の選任について 

第１０ 同意第 ３号 枝幸町農業委員会委員の任命について 

第１１ 同意第 ４号 枝幸町教育委員会委員の任命について 

第１２ 議案第 ３号 枝幸町職員定数条例の一部を改正する条例について 

第１３ 議案第 ４号 枝幸町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例につ

いて 
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改正する条例について 

第１６ 議案第 ７号 枝幸町長等の損害賠償責任の一部の免責に関する条例等の一部を

改正する条例について 

第１７ 議案第 ８号 枝幸町港湾審議会設置条例等の一部を改正する条例について 

第１８ 議案第 ９号 枝幸町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準

等に関する条例の一部を改正する条例について 

第１９ 議案第１０号 枝幸町こども家庭センター条例について 

第２０ 議案第１１号 枝幸町南宗谷子ども通園センター条例の一部を改正する条例につ

いて 

第２１ 議案第１２号 枝幸町子ども会館条例を廃止する条例について 

第２２ 議案第１３号 枝幸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

第２３ 議案第１４号 枝幸町保健福祉センター条例の一部を改正する条例について 
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第２６ 議案第１７号 枝幸町特定公共賃貸住宅管理条例の一部を改正する条例について 

第２７ 議案第１８号 令和５年度枝幸町一般会計補正予算について 

第２８ 議案第１９号 令和５年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算について 

第２９ 議案第２０号 令和５年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算について 
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第３３ 議案第２４号 令和５年度枝幸町国民健康保険病院事業会計補正予算について 

第３４ 議案第２５号 令和６年度枝幸町一般会計予算について 

第３５ 議案第２６号 令和６年度枝幸町国民健康保険事業特別会計予算について 

第３６ 議案第２７号 令和６年度枝幸町後期高齢者医療事業特別会計予算について 

第３７ 議案第２８号 令和６年度枝幸町介護保険事業特別会計予算について 

第３８ 議案第２９号 令和６年度枝幸町港湾整備事業特別会計予算について 

第３９ 議案第３０号 令和６年度枝幸町水道事業会計予算について 

第４０ 議案第３１号 令和６年度枝幸町簡易水道事業会計予算について 

第４１ 議案第３２号 令和６年度枝幸町下水道事業会計予算について 

第４２ 議案第３３号 令和６年度枝幸町国民健康保険病院事業会計予算について 

第４３ 報告第 １号 寄附採納について 

第４４        議員派遣の件について 

第４５        閉会中の継続審査の申し出等について（所管事務調査） 
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（午前１０時００分）  

◎開会・開議宣言 

○議長（小原 仁君） 皆様おはようございます。 

令和６年もいよいよ３月に入りまして、朝の日差しが春の日差しになってきたなと

いうふうに思いがいたしますが、２月は暴風雪が吹き荒れて、あと、その後、観測史

上初という暖気が戻ってきました。また、最近は、また寒気が襲ってくるような状況

であります。 

この１年、そういう気象状況が、どういうふうに変わっていくか大変心配な思いも

いたします。海の中も変容をきたしておりまして、南の魚が北海道沿岸で漁獲される

ようになった。いい例が、下関で採れるフグなどが水揚げされるようでありますけど

も、フグを水揚げしましても、やはり北海道はフグの処理がなかなか大変なようであ

りまして、皆さん苦労しているようであります。 

また、普通の一般的な北海道でないような魚が漁獲されましても、やっぱり加工屋

さんが、なかなか加工しにくいというところもありますし、また加工しても、流通し

ていかないと我々も南の魚を食べるそういうあれがありませんので、なかなかその食

べにくい、流通しにくい、だから漁師の方も、加工屋さんも、大変、その辺は頭を悩

ませながらやっているようでございます。 

枝幸においても、３月６日からホタテの漁場造成が始まります。 

昨年、ふるさと納税も 13 億を超えるようなふるさと納税がありました。その返礼

品の大半がホタテの玉冷ということで、これからホタテもどんどん漁獲していただい

て、やっぱり、ふるさと納税に対応するような体制をとっていただきたいものだなと

いうふうに思います。 

それから、３月 15 日から毛ガニ篭漁が始まります。本格的に海が動き出すわけで

ありますけども、今年も例年同様、また例年以上に活気のある良い年であってほしい

なというふうに思います。 

それから、今回も新型コロナウイルス感染症の対応としてマスクの着用をお願いし

ているところでありますが、最近の報道では、インフルエンザ、またすごい大変流行

ってきているような状況があるそうです。ですから、マスク、手洗い、その辺を十分

に考慮いただいて実施していただきたいというふうに思います。 

会議は、１時間ごとに大体 15 分ほどの休憩を取りますのでよろしくお願いをいた

します。 

それでは、ただいまより、令和６年第１回枝幸町議会定例会を開会いたします。 

これより、本日の会議を開かせていただきます。 

出欠の状況についてご報告を申し上げます。ただいまの出席議員は 12 名全員でご

ざいます。定足数に達しますので、会議は成立をいたします。 

それでは議事日程に従いまして、本日の会議を取り進めさせていただきます。 

（開会 午前１０時０３分） 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（小原 仁君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 ３番清水顕志議員、４番徳保喜幸議員、両名に本日の署名議員の指名をいたします。 
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◎日程第２ 会期の決定 

○議長（小原 仁君） 日程第２ 会期の決定についてお諮りをいたします。 

本定例会の会期は、議会運営委員会において協議し、本日から 11 日までの６日間

としたいと思います。 

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、会期は本日から 11 日までの６日間と決定いたしました。 

 

◎日程第３ 諸報告 

○議長（小原 仁君） 日程第３ 諸報告に移らせていただきます。 

議会の諸報告でございますが、それぞれ皆さんのお手元に配付しておりますとおり、

12 月７日開会の令和５年第４回定例会以降の会議等についての内容でございますの

で、主なものだけを報告させていただきます。 

議会改革特別委員会幹事会は 12 月 13 日に開催し、枝幸高校の担当教諭をお招きし、

まちづくりをテーマとした高校生との懇談の実施に向けた事前協議を行いました。ま

た、１月 31 日には議会改革特別委員会の議会改革特別委員会の本会議を開催し、幹

事会で協議した内容について審議し、高校生との懇談会の実施について決定しており

ます。 

議会全員協議会は、令和５年第７回目が 12 月 20 日に開催され、第２次行財政改革

大綱前期実施計画実施報告及び介護老人福祉施設中長期整備基本方針について、１月

31 日には令和６年第１回目が開催され、第９期介護保険事業計画における保険料改

正についてや病院機能再編についてなど３件の案件について、それぞれ町側から説明

を受けております。 

宗谷町村議会議長会定期総会が１月 23 日に稚内市で開催され、私と事務局長が出

席し、令和６年度事業計画及び予算案が審議されました。また、北海道知事との懇談

事項として、トラックドライバーの労働時間規制強化に係る 2024 年問題への対応に

ついてが決定され、後日、宗谷町村議会議長会の藤井会長が、知事との懇談に出席し

ております。 

令和６年第１回枝幸町議会臨時会は１月 31 日に開催され、教育委員会小川教育長

の任命について同意したほか、手数料徴収条例の一部を改正する条例について、及び

令和５年度一般会計補正予算についてを審議し、可決しております。 

議会広報編集特別委員会は、令和６年第１回目を１月 31 日に開催し、後期委員会

の委員長及び副委員長を選任し、第２回目は２月２日に開催し、前期委員による議会

広報 67 号の発行に向けた協議が行われ、２月 29 日付で各家庭に配布しております。 

第３回目は３月１日に開催し、後期委員による議会広報 68 号の編集に向けた協議

が行われております。 

総務部、総務文教常任委員会は２月 15 日に開催し、デジタル防災行政無線の整備

について、旧はまなす公衆浴場跡地の利用についてなど６件の所管事務調査を行って

おります。 

産業厚生常任委員会は２月 16 日に開催し、こども家庭センターの運営について、

児童福祉施設複合化改修事業についてなど 14 件の所管事務調査を行っております。 
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議会運営委員会は３月１日に開催し、本定例会の議事運営の審議などについて協議

しております。 

以上、簡単でありますが、議会の事務報告とさせていただきます。 

 

◎日程第４ 行政報告・教育行政報告 

○議長（小原 仁君） 日程第４ 行政報告を行います。 

村上町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） おはようございます。 

本日は、令和６年第１回枝幸町議会定例会の開催をいただき、誠にありがとうござ

います。 

本定例会につきましては、同意案件が３件、条例案件が 15 件、予算案が 16 件、報

告事項１件をご提案申し上げておりますので、よろしくご審議賜りますようお願い申

し上げます。それでは、行政報告をさせていただきます。 

12 月７日に開会されました令和５年第４回定例会以降の諸行事につきましては、

お手元の報告書をお目通し願うことでご了承いただき、主な事項についてご報告いた

します。 

はじめに、能登半島地震被災地に対する支援についてご報告いたします。 

本年元日に発生した石川県能登半島を震源とする大規模な地震は、石川県を中心に

甚大な被害をもたらし、多くの尊い命が失われ、未だに多くの方が避難生活を余儀な

くされております。被災された皆様には心よりお見舞い申し上げますとともに、亡く

なられた方々のご冥福を心よりお祈り申し上げます。 

被災地への支援でありますが、道内の全町村で構成する北海道町村会では、石川県

町長会に対し、２月上旬に 200 万円の見舞金を贈呈しております。 

町といたしましても、支援金を送金したほか、本庁舎と歌登支所において、募金箱

の設置や支援金の窓口受付など、日本赤十字社と連携した取り組みを行っております。 

引き続き被災地に対し、できる限りの支援を行ってまいりたいと考えております。 

次に、昨年 11 月に決定された国の総合経済対策に基づく当町の物価高への緊急経

済対策についてご報告いたします。 

これまで、主に町内の低所得世帯への支援として、国の交付金を活用した給付事業

を実施しており、現在の進捗状況は、住民税非課税世帯への７万円、住民税均等割の

み課税世帯の 10 万円、これら世帯の 18 歳以下のお子さんへの５万円の給付は、概ね

完了見込みとなっています。申請期限も残すところわずかですが、残る数件の対象者

に必要な手続きを促し、１人でも多くの方へ生活支援が行き届くよう進めてまいりま

す。 

また、新年度においても、定額減税と一体となる新たな非課税世帯への給付事業を

予定しています。 

国の制度概要を基本として、漏れや遅滞なく給付を行い、さらに物価高から生活を

守る地域経済全体への支援事業も含め、的確に取り組んでまいります。 

次に、１月下旬の吹雪による町道除排雪の影響についてご報告いたします。 

去る１月 22 日から 25 日にかけて、宗谷地方では、低気圧の発達による大雪や吹雪

の影響で、国道 238 号（目梨泊～浜猿払間）の通行止めや、特急えさし号の運休など、
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地域公共交通などに影響がありました。 

枝幸町への大雪や暴風雪への警報の発表はなかったものの、特に枝幸市街地におい

ては、１月 22 日から 25 日までの４日間で累計 60cm 以上の降雪となり、１月の累計

では 197cm と、近年稀に見る大雪となりました。 

除排雪作業は、順次、幹線道路や生活道路の雪山をカットするなど、おおむね４週

間を要し、完了したところであります。町民の皆様には長期間にわたり大変ご不便を

おかけいたしました。 

除排雪作業につきましては、大雪や吹雪などの異常気象の場合、できる限りの対応

を行っている中で、やむを得ず作業計画の変更を強いられる事態があることをご理解

いただき、今後も安心・安全な道路交通の確保に向けて対応してまいります。 

次に、国保病院の診療体制についてご報告いたします。 

昨年９月の定例会行政報告で、国保病院常勤医の三國 聡外科医長の退職について

ご報告したところでありますが、４月から担当される医師として、現在、旭川厚生病

院に勤務されている八島英基医師が当院の診察にご協力いただくことで準備を進めて

おり、外科外来を週１回木曜日を基本に診療することを予定しております。 

今後も、持続可能な地域医療確保、医療の質の向上を図るために、継続して医師の

確保に努めていく考えであります。 

次に、町内における新型コロナウイルス感染症とインフルエンザ感染症の状況につ

いてご報告します。 

新型コロナウイルス感染症につきましては、冬期間の感染拡大が懸念されておりま

したが、町内において感染拡大はなく推移しております。 

ワクチンの集団接種につきましては既に終了しておりますが、３月 31 日までは、

公費負担により接種回数が少ない方など、国保病院で個別接種を受けていただくこと

ができます。４月１日以降のワクチン接種につきましては、公費負担がなくなり、原

則、年１回、秋から冬にかけて接種を受ける仕組みになります。 

インフルエンザ感染症につきましては、昨年 11 月から 12 月にかけて、幼児や小中

学生を中心にインフルエンザＡ型の感染の広がりがありましたが、２月中旬にはＢ型

に感染された方も確認されております。町民の皆様におかれましては、手洗いや換気、

手指消毒など基本的な感染予防対策の徹底を引き続きお願い申し上げます。 

以上、申し上げまして、行政報告とします。 

○議長（小原 仁君） 以上で、町長の行政報告が終わりました。 

引き続き、教育行政報告を行います。 

小川教育長。 

（教育長小川俊輝君 登壇） 

○教育長（小川俊輝君） おはようございます。 

私から、去る 12 月７日に開会されました第４回定例会以降の教育行政の中から主

な点についてご報告をいたしますが、諸行事については、お手元の報告書にお目通し

願います。 

はじめに、１月 23 日から 26 日までの吹雪と大雪に伴う町内小中学校の臨時休校に

ついてです。 

当町の吹雪や大雪による臨時休校等の判断基準は、警報が発表される又は発表が予

想される場合に、休校とすることになっております。 
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当該期間中、警報は発表されませんでしたが、吹雪や大雪、通学路の不安等により、

１月 23 日は各学校の判断で、歌登小中学校除く学校で休校とし、25 日と 26 日は全

校で一斉休校を実施しました。 

24 日は登校時間帯から枝幸北部を中心に天候が悪化し、視界が悪く、通学路の状

況も懸念されましたが、事故もなく無事に登校することができました。午後からは、

一部の学校で集団下校をしております。 

気象情報を踏まえた休校等の判断は非常に難しい側面もありますので、今後は、警

報が発表されていなくても、登校が始まる前の天候に応じて、できるだけ臨機応変に

判断、判断・対応し、児童生徒の安全確保により一層努めてまいります。 

次に、昨年 12 月 23 日から 27 日にかけて、いきいき交流事業を枝幸町で実施し、

長崎県平戸市の中学生６名と枝幸町の中学生４名が交流いたしました。 

実際に交流したのは３日間でしたが、雪や寒さに感動し、オホーツクミュージアム

えさしで枝幸の歴史や文化に触れ、最北端の宗谷岬や紋別市の流氷科学センターの見

学のほか、音威子府村ではスキーを体験し、また、北海道の海の幸、山の幸の食事も

楽しみました。 

対面当初は、打ち解けられるかどうか心配しましたが、半日もするとすっかり仲良

くなり、短い期間の交流でしたが、思い出に残る貴重な時間を過ごし、大変有意義な

交流となりました。 

次に、１月７日に中央コミュニティセンターにおいて、令和６年枝幸町二十歳を祝

う集いを挙行しました。 

参加された二十歳の対象者は 62 名、ご家族の方々も 40 名ほど参列され、４年ぶり

に来賓の参列及び祝辞をいただきました。 

二十歳代表による誓いの言葉では、コロナ禍で過ごした青春期への思いと、これま

で支えてくれた家族や友人、恩師への感謝の言葉とともに、枝幸町に誇りを持ち、こ

れからの人生を歩んでいくことの強い気持ちが述べられました。 

次に、２月 25 日に古川年正杯第 42 回枝幸三笠山スラローム競技大会を開催しまし

た。 

５年ぶりの開催となったこと、また、１月下旬の暖気による融雪の影響など心配な

点もありましたが、６歳から 71 歳まで 78 名の選手が参加され、怪我や事故もなく、

盛会裏に大会を終えることができました。今回の開催にあたり、協賛いただいた事業

者各位、大会運営にご協力いただいた方々に、この場をお借りして厚くお礼を申し上

げます。 

最後に、２月１日現在の児童生徒の卒業者数は、小学校は前年比 14 名増の 51 名、

中学校は前年比９名減の 64 名であります。また、来年度の小中学校の入学予定者数

は、小学校は前年比５名減の 40 名、中学校は 14 名増の 51 名で、全児童生徒数は、

小学校が前年度比 13 名減の 262 名、中学校が前年度比 12 名減の 148 名で、総数

410 名となる予定です。 

なお、本年度の高校進学志願状況ですが、64 名の卒業生中、枝幸高校への進学希

望者は前年度比３名増の 44 名であります。枝幸高校の２間口は確保される見込みで

あります。 

以上申し上げまして、教育行政報告といたします。 

○議長（小原 仁君） 以上で教育長の教育行政報告が終わりました。 
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◎日程第５ 令和６年度町政執行方針・教育行政執行方針 

○議長（小原 仁君） 日程第５ 令和６年度町政執行方針を行います。 

村上町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 令和６年第１回枝幸町議会定例会の開会にあたり、町政執行

の基本的な方針と主要政策への私の所信を申し上げ、町民の皆様、議員の皆様のご理

解とご協力を賜りたいと存じます。  

町長に就任して以降 10 年の節目を迎え、これまでに未来に繋がるまちづくりを基

本方針として、町民の皆様の安心・安全な暮らしと、元気で活力あるまちづくりを目

指し、関係各位のご支援をいただきながら、職員とともに全力を挙げて町政運営に取

り組んでまいりました。 

自然豊かで魅力ある地域資源を次の世代にしっかり引き継ぐことも重要な役割であ

ると心に刻み、基幹産業の振興や福祉・教育の発展に力を注いでいるところでありま

す。 

昨年５月、新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行し、人々の生活や意識が

以前のように戻りつつある中、エネルギーや原材料価格の高騰によって、地域経済や

住民生活に様々な影響を与えています。 

身近な暮らしや地域産業への影響を最小限にとどめるため、町民皆様の生活と事業

者への支援など、引き続きスピード感を持って経済対策に取り組んでまいります。 

さらに、物価高の影響が長期化する中、水産物の禁輸措置、深刻な人手不足など、

当町を取り巻く環境は厳しい状態が続いていますが、ひとつひとつの課題に真摯に向

き合いながら、皆様と力を合わせて調整運営を進めるにあたり、令和６年度に重点的

に推進する政策を申し述べます。 

昨年 12 月に公表された社人研の将来推計で、当町の人口は、2020 年の 7,565 人

に対し、2050 年は 3,932 人と減少が進み、減少率は約 48％と北海道全体の 26.9％

を大きく上回る見込みが示されています。 

全国的にも多くの地域が抱える急激な人口減少への対策では、将来の姿を思い描き、

これからの時代を担う若い世代が定着できる社会環境づくりが重要であります。 

まずは、出産・子育て、医療、教育などの暮らしや定住環境をしっかり整え、一次

産業や中小企業等への担い手確保、後継者育成などの支援に繋げてまいります。 

そのうえで、安心して働ける地域をつくり、移住やＵＩターンなども積極的に受け

入れるため、住まいや雇用の環境整備、さらに企業誘致や外国人の技能実習・特定技

能、地域おこし協力隊などの制度も活用しながら、移住者への支援や定住促進に戦略

的に取り組んでまいります。 

人口減少対策と連動する産業経営基盤の安定強化は、まちづくりの根幹となる重点

施策であります。 

水産業では、ＡＬＰＳ処理水の海洋放出以降、一部の国や地域の輸入規制強化が続

いており、ホタテやナマコなど主要水産物の加工や、販売、流通への影響にも注視し

ながら、国や東京電力などへも働きかけ、迅速かつ丁寧な対応をしていかなければな

りません。 

そのような中、平成 29 年度より整備を進めてきた枝幸港の屋根付き岸壁の中央物
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揚場５棟の整備が完了し、次の段階となる今後の計画では、乙忠部地区をはじめとし

たオホーツク枝幸漁港の整備へと移行します。港湾・漁港の施設整備によって、水産

物の衛生管理体制の強化を図り、漁業生産の安定化とオホーツク枝幸ブランドのＰＲ

を進め、更なる消費拡大を図ります。 

一方、農業では、物価高による生産資材高騰により、極めて厳しい経営環境が続い

ております。町としても、国や北海道の酪農支援と歩調を合わせ、関係機関とともに

農業者への人的、経済的支援を実施し、引き続き必要な支援体制の構築と経営安定化

を着実に進めてまいります。 

また、農業者の方々の労働力や生産力の補完へ向け整備を進めてきた公共育成牧場

も、施設や農業機械の再整備がほぼ完了し、今後は、預託牛や飼養頭数の増加を図る

とともに、労働環境の改善や生産性の向上に取り組んでまいります。 

さらに、当町の貴重な財産である森林の持続可能な整備促進や機能充実と合わせ、

成長産業化やゼロカーボン推進に大きな役割を担う林業を含め、今後も恵まれた自然

環境のもと、優れた農林水産資源を最大限に生かしながら、基幹産業の発展と経営基

盤の強化を推進してまいります。 

令和６年元日に発生した能登半島地震では、多くの尊い命が奪われ、ライフライン

や家屋などに甚大な被害が広がり、今も避難生活が続くなど、被災された皆様に心か

らお見舞いを申し上げますとともに、被災地の復興と地域住民が１日も早く日常生活

に戻られることを心から願うばかりであります。 

このたびの地震発生時には、日本海一帯に津波に関する警報が発令、遠く離れた宗

谷管内でも津波が観測され、改めて自然災害の恐ろしさを痛感し、発災前後の予報や

緊急警報など、正確な情報伝達の重要性を強く再認識したところであります。 

約 58km と長い海岸線を有する当町にあっては、地震や津波はもとより、暴風雪や

集中豪雨、高波・高潮など、様々な自然災害への備えが必要であります。引き続き、

関係機関を初め、町民の皆様との連携を強化し、本年度においては、災害情報伝達手

段の最適化を図るため、デジタル防災行政無線を整備します。 

また、オホーツク沿岸の津波浸水想定に基づく津波災害警戒区域に指定されたこと

から、地域防災計画の改定や新たなハザードマップ作成なども行い、ハード・ソフト

両面での災害への備えを再構築し、町民の皆様の安全確保を強化します。 

当町では、2050 年までに二酸化炭素の排出量を実質ゼロにするゼロカーボンシテ

ィを 2022 年２月に宣言し、土台づくりの期間となる 2025 年に向け、温室ガスの排

出抑制への認識共有と脱炭素化への機運醸成を図っています。 

また、町内において再生可能エネルギーの導入調査を実施し、本格的な検討を進め、

優先度の高い施設への設備導入に向けた基本計画の策定にも着手します。 

今後は、民間企業や町民の皆様にも脱炭素化を広げるため、町が先導役となり、公

共施設への省エネや再生可能エネルギー設備の導入、次世代自動車への転換など、ゼ

ロカーボンの実現に向け新たな一歩を踏み出し、脱炭素と経済の活性化や持続可能な

地域づくりを進めてまいります。 

デジタルは、地域社会の生産性や利便性を高め、産業や生活の質を向上させて地域

の魅力を高める力を持っており、地方が直面する社会課題解決の切り札となるだけで

なく、新しい付加価値を生み出します。 

国のデジタル田園都市国家構想総合戦略の策定を受け、昨年 11 月、当町の総合戦
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略を改訂し、デジタルの力を活用した魅力ある地域の基盤づくりを基本目標に据えた

ところです。 

これに伴い、自治体ＤＸの着実な推進や行政事務の効率化を図り、住民ニーズに応

じたシンプルな行政サービスの構築と総合的な情報発信をはじめ、特に次世代を担う

子育てや教育への活用や支援充実に向けた環境整備を進めます。 

以上、重点的な政策のみ申し上げましたが、町民の皆さんが安心して暮らせるよう、

様々な施策の充実や健全な行財政運営にもしっかりと配慮しながら、均衡あるまちづ

くりを進めてまいります。 

次に、令和６年度の具体的な重点施策を申し上げます。 

政府は昨年 11 月、物価高から国民生活、事業活動を守る対策に万全を期すとして、

デフレ完全脱却のための総合経済対策を決定し、エネルギーコスト上昇に対する経済

社会の体制の強化や脱炭素成長型経済構造への移行を進めています。 

この中には、厳しい状況にある生活者や事業者への支援が盛り込まれ、既に電気・

ガス・燃料価格の激変緩和や、当町でも低所得世帯への給付金などの支援を実施して

います。 

引き続き、低所得者支援や定額減税の一体措置に加え、町独自の地域経済支援とし

て、１人 5,000 円分のオホーツク枝幸活力商品券を全町民へ配布し、生活支援に取り

組んでまいります。 

人口減少が進む当町では、これまでも若い世代の定住対策に力を入れて進めてまい

りました。若い世代に向けては、結婚新生活支援事業や次世代住宅建設支援事業をは

じめ、奨学金償還支援事業などの経済的な支援のほか、ふるさと教育の推進などによ

り、地域に愛着や誇りを持ち、このまちで暮らしたいという夢や希望を抱ける人づく

りを進めています。 

また、移住や担い手人材の受け入れに大きな課題となっている住宅不足を解消する

ため、長期間空き家となっている一部の公営住宅を、みなし特公賃住宅へ転用して確

保するほか、空き家・空き地バンクの利活用や町有地の有効活用なども図りながら、

将来へ向け、住環境の整備や充実を着実に進めてまいります。 

４月から旧保育所を再整備し施設統合を図ったこども家庭センターの運営がスター

トします。子ども会館や保健福祉センターから移転する南宗谷子ども通園センターの

機能を集約し、子育てに関する相談支援を引き続き行ってまいります。 

これにより、認定こども園・子育てサポート拠点施設にじの森などを一体とする枝

幸市街地の子育て支援エリアが形成され、それぞれの施設の特性を生かした連携と機

能強化を図り、町全体の子育て支援の充実を進めてまいります。 

また、利用者の減少などから、歌登地区の児童館と学童保育機能を歌登保育所に移

転するため、施設の長寿命化や複合化事業に着手し、子育て支援の一元化と効率化を

図ってまいります。 

当町でも高齢化が進み、町民の約３人に１人は 65 歳を超えており、また、団塊の

世代が 75 歳以上の後期高齢者となる超高齢化社会を迎える中で、いつまでも住み慣

れた地域で安心して生活するため、地域医療や介護サービスの重要性が増しています。 

昨年 12 月、介護サービスの提供を図るうえで基盤となる介護老人福祉整備のあり

方を中長期整備基本方針として方向性を示しました。この基本方針では、国保病院の

病床削減への対応が大きな課題となる中で、特別養護老人ホーム運営持続や、認知症
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や身体機能の衰えなどにより在宅生活が困難な高齢者への対応を図ることを基本的な

方向性と位置づけ、具体的には、グループホームなどの誘致や歌翠園の増改築への支

援などの対応を行ってまいります。 

しかしながら、この介護老人福祉施設の整備に向けては、医療機関と介護事業者間

の連携強化や、施設の老朽化、専門職員の人材不足など、多くの課題を抱えている現

実もあります。今後も、介護サービス事業者や関係者、そして町民の方々の声を聞き、

これからの福祉・介護、地域包括ケアシステムの推進などのあり方を整理し、それら

の貴重なご意見を基に将来に向けた施設改修や誘致運営プランなどを計画的に支援し、

超高齢化社会に対応した取り組みを着実に進めてまいります。 

人口減少、担い手不足が急速に進む中、中長期的な展望に立った持続可能なまちづ

くりには、基幹産業である農林水産業や、これを支える産業分野の安定化が最も重要

な課題となります。 

水産業では、港湾・漁港などの経営基盤施設の整備に加え、枝幸漁業協同組合が事

業主体となるホタテ漁業船１隻の建造や外国人宿舎の整備など、生産性向上や人材確

保の観点から積極的にバックアップしてまいります。 

農業では、担い手確保や公共育成牧場の活用促進に加え、良質な自給飼料の生産性、

生産向上のため、草地造成や改良などの基盤整備に通じた経営安定化の支援を行い、

林業では、本年度から配分基準が変更され、森林面積への配分が手厚くなった森林環

境譲与税を有効活用し、森林整備やスマート林業推進の強化、担い手対策、林地残材

の活用など、幅広く実施してまいります。 

また、令和５年度に過去最高の 13 億円を超えるご寄附をいただき、いただいたふ

るさと納税を支える水産加工業をはじめ、町内の事業所でも労働力や後継者不足など、

多くの課題を抱えています。引き続き、ふるさと納税を財源とした中小企業等活性化

助成事業などの施策で、新規創業や生産性向上、労働力確保を積極的に支援したうえ

で、人口減少対策との連携を図る従業員雇用住宅建設への支援など、生活や暮らしを

支える施策を展開してまいります。 

近年、長時間に及ぶ停電や暴風雪による光ファイバーケーブルの断線により、特に

停電時の災害情報伝達手段の見直しが急務となっています。災害発生時における地域

住民への情報発信は、これまで主に消防サイレン吹鳴装置やＩＰ告知放送システムの

戸別端末によるものでしたが、停電時の対応や設備の老朽化から、仕組みの見直しや

設備整備の議論を重ねてまいりました。 

これらの経過を踏まえ、本年度より、災害時、緊急時の主たる情報伝達手段として、

全国的に実績のあるデジタル防災行政無線システムを整備し、現行のＥＯＳ放送、デ

ータ放送、ホームページなどに加え、スマホアプリなどデジタルコンテンツの活用と

合わせ、多重化した強靭な災害情報伝達基盤の構築を図ってまいります。 

また、当町が昨年 10 月に津波災害警戒区域として新たに北海道から指定されたこ

とを受け、津波避難計画と浸水想定区域を示したハザードマップを新たに作成し、災

害に負けない地域防災力の強化と安心・安全な地域社会の形成を進めてまいります。 

2050 年までにゼロカーボンシティを達成するため、2025 年までをゼロカーボン推

進の機運醸成や意識共有を図るスタートアップ期間と位置づけ、環境配慮及び脱炭素

化の徹底を図るため、重点的な施策を進めています。 

既に、省エネ住宅促進のための次世代住宅建設支援事業をはじめ、ごみの減量化に
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つながるえさし５Ｒの推進、再生可能エネルギーの利用促進などに取り組んでいます

が、昨年 11 月に包括連携協定を締結した民間企業により、町内の主要公共施設にＥ

Ｖ自動車の充電設備が整備されます。 

また、町の公用車も、民間企業や町民に率先して次世代自動車への転換を図るため、

ＰＨＥＶ車の導入を計画的に行うとともに、充電設備との一体的な基盤インフラの整

備により、町民の利便性向上や意識啓発を図ってまいります。 

さらに、公共施設での再生可能エネルギーの利活用として、調査の結果、太陽光発

電設備を導入できる可能性がある複数の施設が示されており、国や道の支援制度を活

用しながら、利活用の実現性や受給一体型のエネルギーシステムを構築する基本計画

を策定し、推進してまいります。 

以上、町政への所信の一端を述べさせていただきました。 

これからも社会情勢や環境は、様々な変革や課題の多様化によって、刻一刻と変化

する厳しい局面が見込まれます。こうした社会変化に的確に対応するには、常に新し

い時代をしっかり見極め、これからの人口減少社会に見合ったまちづくりを進めるこ

とが大切であります。 

そのためには、北海道有数の農林水産業を支える多くの産業や地域社会が連携して、

持続可能な地域づくりに取り組んでいかなければなりません。 

私たちは、今こそ、時代の大きな転換期と捉え、関係者の皆様のご協力のもと、職

員とともに果敢に政策課題に向かい、枝幸らしさへの挑戦を続けてまいります。 

残り２年、任期の折り返しを迎え、今一度気持ちを引き締め、未来につながるまち

づくりの集大成の総仕上げとして、枝幸の確かな未来を切り拓いていくため、全力を

尽くしてまいる決意であります。 

町民の皆様、議員の皆様には、更なるご支援とご協力をお願い申し上げ、令和６年

度町政執行方針といたします。 

○議長（小原 仁君） 以上で、町長の町政執行方針が終わりました。 

引き続き、教育行政執行方針を行います。 

小川教育長。 

（教育長小川俊輝君 登壇） 

○教育長（小川俊輝君） 令和６年第１回枝幸町議会定例会の開会にあたり、教育委

員会の所管行政の執行に関する主な方針を申し上げます。 

 はじめに、人口減少や少子高齢化の進行、高度情報化やグローバル化などの進展に

より、社会は大きく変化しております。 

こうした変化の激しい時代に、子どもたちが主体的で、また、対話を通じて様々な

人々と協働しながら、課題を解決していくための資質能力の育成が求められておりま

す。また、子どもたちが、ふるさとに誇りを持ち、多様性を尊重し、心豊かに健やか

に生活ができるよう、教育環境づくりを推進してまいります。 

次に、令和６年度における教育行政の主要な政策について申し上げます。 

第１は、未来社会で生きるための実践的な力の育成です。 

将来、社会を生き抜く子どもたちに必要となる資質・能力を確実に育むため、学力

の向上については、主体的・対話的で深い学びの視点に基づく授業や、ＩＣＴを活用

し、学習意欲を高め、個別最適な学びと協働的な学びを推進するとともに、外国語指

導助手の配置を継続し、コミュニケーション能力を重視した英語教育の充実に努めて
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まいります。 

特別支援教育については、子どもたちの自立や社会参加に向け、また、一人一人の

教育的ニーズに対応するため、支援員の配置や個別教育支援計画であるカラフルクレ

ヨンを活用し、指導の充実を図ってまいります。 

第２は、豊かな心と健やかな体の育成です。 

規範意識や協調性、思いやりや命の尊重など、豊かな心を育む道徳教育の充実に努

めるとともに、枝幸の自然や文化、産業の理解を深め、ふるさとへの愛着や誇りを育

てる教育を推進してまいります。 

いじめや不登校防止の対応は、アンケート調査や日常の子どもたちの様子などに注

意しながら、早期発見と組織的かつ迅速な対応に努め、また、日頃からのコミュニケ

ーション能力の育成と望ましい人間関係を築く力を育み、初期段階からの対応と支援

に努めてまいります。 

学校への支援では、専門知識や経験を有する町のこども家庭支援員と臨床心理士の

資格を持つ道教委のスクールカウンセラーを派遣するなど、関係機関と連携し、教育

相談体制の充実を図ってまいります。 

体力運動能力については、個々の能力に応じた授業内容の工夫改善を行い、体力の

向上に努めてまいります。 

学校給食については、望ましい食習慣の定着や、地元食材を活用したメニューの多

様化と充実に努めてまいります。また、食材など物価高騰に係る給食費については、

今後、国の対策など動向に注視し、メニューの工夫を行うなど、適切に対応してまい

ります。 

健康教育については、各種感染症予防のための指導や、フッ化物洗口による虫歯予

防を行うなど、子どもたちの健康維持に努めてまいります。 

第３は、学びを繋ぐ学校づくりです。 

地域と連携し、学校運営に対する意見の反映や協力などの協議を行う学校運営協議

会を活用し、魅力ある学校づくりに努めてまいります。 

幼児教育施設と小学校、中学校、高校間については、相互理解に基づいた連携と協

力を図りながら、教育の接続を円滑に進めてまいります。 

枝幸高校の存続については、魅力ある学校に向けて、町を含め、関係機関と連携を

図るとともに、中学校と高校が相互に連携し、地元高校への進学率の維持向上に努め

てまいります。 

学校の働き方改革において、教員が子どもと向き合う時間の確保に向け、継続した

業務改善に努めるとともに、部活動では、将来にわたり地域で持続可能な体制構築と、

休日の部活動を地域に移行することも含め、関係機関と検討してまいります。 

学校施設については、子どたちの熱中症予防対策として、令和７年度に向けて普通

教室などに冷房設備の整備を進めるため、令和６年度は実施設計を行います。 

学校の防犯対策では、不審者への抑止力を持たせるため、防犯カメラを全校に設置

してまいります。 

また、昨年度からの継続事業として、枝幸市街地の教職員住宅の整備を令和６年度

も実施してまいります。 

教職員の資質向上では、町教委や関係機関が行う研修に参加を促し、教職員全体の

スキルアップを図ってまいります。 
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第４は、地域の教育資源を活用した家庭・青少年の学びです。 

地域学校協働活動の機能を活用し、子どもたちの学びが豊かなものとなるよう体制

の整備に努め、地域で子どもを守り育てる環境づくりのため、より参加しやすいＩＣ

Ｔを活用した学習形態を模索し、学びの環境整備を図ってまいります。 

また、地域の教育資源を活用し、様々な技能や知識を持った住民の協力を得て体験

活動を実施するとともに、青少年関係団体の活動支援を行い、子どもたちの健全な心

身の育成に努めてまいります。 

第５は、多様化する学びを支える社会教育・生涯学習です。 

芸術・文化・スポーツ活動を通じて、豊かな生活を送るため、支援体制の充実を図

り、住民がより多くの芸術文化に触れることができるよう、良質な鑑賞事業の実施に

努めるとともに、生涯を通じてスポーツに親しみ、健康増進に対する意識の醸成や運

動習慣の定着を促してまいります。 

図書館活動については、町民の読書活動を支援するため、ニーズに合わせた蔵書の

適正管理を行い、各年代に合わせた活動事業を通じて、読書に親しむ機会を創出し、

読書の習慣化の定着を図ってまいります。 

博物館活動では、枝幸町が誇れる豊かな自然環境、歴史、文化の資源をもとに、教

育普及活動を展開するとともに、町外の専門的な人材を積極的に活用し、住民と学び

あい、地域資源の価値を高めてまいります。 

多岐にわたる社会教育活動を継続し、生涯を通じて学び続ける、学び続けられるよ

う、住民の主体的な学びや活動を支える人材を育成し、学びやスポーツ活動の拠点と

なる施設の改修などを行い、利用しやすい施設作りに努めてまいります。 

以上、令和６年度の教育行政の執行に関する主要な方針について申し述べさせてい

ただきました。 

教育委員会としましては、子どもたちがふるさとに誇りを持ち、未来を切り拓く持

続可能な社会の創り手として、たくましく成長していくことができるよう、また、町

民の皆様が生涯にわたって豊かに学ぶことができるよう、学校・家庭・地域はもとよ

り、関係機関・団体等との連携を図りながら、本町教育の充実・発展に取り組んでま

いります。 

町民の皆様、並びに町議会議員の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げ、教育行

政執行方針といたします。 

○議長（小原 仁君） 以上で、教育長の教育行政執行方針が終わりました。 

１時間ほど経ちましたので、11 時 15 分まで休憩といたします。 

休憩 午前１１時００分 

再開 午前１１時１５分 

○議長（小原 仁君） 休憩を解きまして会議を再開いたします。 

 

◎日程第６ 一般質問 

○議長（小原 仁君） 日程第６ 一般質問を行います。 

通告は、６名からの 10 問であります。一問一答方式で行います。質問する議員は、

質問の大項目ごとに、最初の質問は登壇のうえ発言していただき、再質問以降は、自

席からの発言と発言していただきます。 

理事者側の答弁も同様にお願いいたします。 
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なお、再質問は、毎回お願いいたしますとおり、極力簡明に願いたいと思います。

なお、再質問等の回数制限は設けませんが、1 人当たりの持ち時間は答弁時間を含め

て１時間以内といたします。 

それでは、順番に従い発言を許します。 

１番岩谷隆行議員の質問を許します。 

岩谷議員。 

（１番岩谷隆行君 登壇） 

○１番（岩谷隆行君） １番岩谷、一般質問します。 

まず一つ目、防災倉庫の場所について。 

枝幸町の防災倉庫は、枝幸港臨港用地にて、水産庁の補助にて建てられたと聞いて

おります。 

当時は東日本大震災の前であり、津波などの懸念はなく建築が進んだと思われます。

その震災後に数々の議論がなされたと思いますが、防災倉庫の場所が津波の被害に遭

ったときを考えますと、もう議論している場合ではないと思います。 

現状の倉庫には、油吸着マットなどの地震、津波などの震災には使用しないものを

管理し、特に地震津波などの災害に必要なものだけでも、早急に防災倉庫の高台の新

規建設を検討し移転すべきだと思います。能登半島地震も起きています。町長のお考

えをお聞きします。 

以上です。一つ目。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 岩谷議員のご質問にお答えします。 

枝幸町の防災倉庫については、水産庁の強い水産業づくり交付金制度を活用して枝

幸港の背後地に整備し、平成 19 年３月に完成したものであります。 

漁港・漁村における防災・減災対策の取り組み支援という交付金制度の趣旨を踏ま

え、油の流出による汚染拡大を防止するオイルフェンスや救命ボートのほか、発電機、

土嚢などの防災資機材、また、災害時にも活用できる大型車両なども保管しておりま

す。 

これまで、平成 23 年３月の東日本大震災をはじめ、様々な災害について報じられ

る中で、防災倉庫の移転や新築についての新築について話題になることもありました

が、費用や場所等の課題もありますので、当面は、従来どおり、現状の倉庫は港での

防災を含めた資機材の保管場所とし、非常食や他の資機材は、役場庁舎なども活用し

ながら、引き続き対応して参ります。 

なお、令和６年度においては、法律に基づき北海道が指定したオホーツク沿岸の津

波災害警戒区域をもとにハザードマップを作成する予定であります。 

今後も、町として可能な限り防災や災害への対応に努めてまいりますので、ご理解

をお願いします。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

１番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） 防災倉庫の中には、実際どのようなものが具体的に置いてあ
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るか、教えてください。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（神尾尚人君） ただいまの岩谷議員のご質問お答えします。 

防災倉庫にはですね、暖房器具ですとか、ダンボールベッド、仮設トイレ、テント

のほか、車両なんかですと、トラック、大型バス、マイクロバス、タイヤショベル、

フォークリフトなどが保管されております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） それ以外のものの防災器具は、どの場所に何を置いてますか。

それもお答えください。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（神尾尚人君） ただいまのご質問にお答えします。 

例えば、役場の、役場庁舎にはですね、３階に防災機材を置いておりますけども、

そこには非常食ですとか、こちらも暖房ですとか、そのようなものを置いております

し、あと、各コミュニティセンター、避難所になるところにはですね、発電機ですと

か、そういうものも分配してっていうかですね置いております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） ということは、防災倉庫にあるトラックだとかですね、タイ

ヤショベル、それも津波で被害があった場合には、使えなくてもしょうがないとお考

えですか。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（神尾尚人君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

仮に、そうですね、津波が来た場合には使えなくなる可能性があるかなとは思いま

すけども、仮にそういうふうになった場合にはですね、例えばですけども、歌登支所

とかにも車両がありますので、そういうものを使いながらですね、その他の場所にあ

るものを使って対応したいと思っております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） はい、岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） 今、津波の話をしてるわけで、歌登の地域の災害と枝幸町内

の災害は違いますよね、特に海がありますから。それを歌登から派遣するとか、そん

な時間的に余裕もなくなってくると思うんですけども、そういう点ではどうお考えで

すか。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（神尾尚人君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

まず、津波に関してはですね、発生するとなった場合には、まず避難ですね、避難

することが大切で、だと思っております。皆さん、高台の方に避難されると思います

けども、実際、津波が仮に来たとして、それが収まった後に次の段階に移ると思いま

すので、その中でですね、必要な機材はですね、別のところから移送してきたりとか、

そういうことも考えてはおります。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 
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○１番（岩谷隆行君） 昨年の３月に、遠山議員から防災対策の質問に対してですね

町長がお答えになってるんですけども、現在の防災倉庫については、港などにおける

油の流出による汚染拡大を防止するオイルフェンスや救命ボートを保管している。当

面は津波を除く防災資材機材の保管場所とし位置づけ、役場庁舎の活用しながら対応

しますよと言ってますけども、今の置いている機材の内容を聞きますと対応してませ

んよね。それは、いかがでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（神尾尚人君） ただいまのご質問にお答えします。 

今の岩谷議員おっしゃるとおり対応できない部分もありますけども、ただ現時点で

はですね、新しい保管場所をですね、用意することも難しいと思っておりますので、

今ある施設の中でですね、保管をしていければなと思っております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） 能登半島地震が起きたばっかりですよ。そういう考えていて

災害が起きたらもう、しょうがないで済むんですか。莫大な費用が掛かりますよね災

害が起きたら。それを考えると本当に新しいところを高台に造るべきだと私は考えま

すけどね。 

 それとね、先ほど町長がおっしゃった町政執行方針の中で、デジタル防災行政無線

システムを整備し、現行のＥＯＳ放送、データ放送、ホームページなどを加え、スマ

ホアプリのデジタルコンテンツの活用をするというなってますけども、能登半島地震

でも、実際、津波や地震が起きて火事が起きたときに一切の電波がなくてスマホ使え

なくなりますよね。 

実際災害が起きたときに大事なのは、人力と機械力なんですよ。それをあそこの防

災倉庫に置くってのは本当にとんでもない話だと思うんですけども、移転の方法、ぜ

ひ考えてほしいんですけども、町長の答弁を求めます。 

○議長（小原 仁君） 町長。 

○町長（村上守継君） 今の港湾にあるですね、防災倉庫、これで完全だというふう

には思っておりません。 

そういう中で、これだけ頻繁にですね、いろいろ全国各地で災害が起きているとい

うことを踏まえながら、私どもとしても、その防体、防災体制の再構築っていうこと

ではですね、今期一番は、令和６年度で、住民の皆さんに対する非常時の伝達システ

ムを今整備するというところを最優先に考えておりましてですね、そういう中で、町

としても、確かにいつ起きるかわかんないということの中で、しっかりと、やっぱり

住民の皆さんの安心・安全を確保するためにはですね、何よりも最優先すべきだとは

思っておりますが、現実、過去にもですね、いろいろそういったことであって町もい

ろんな対応をしてきてますが、何とか、今、段階的にですね、そういうところも見直

しをして、今後、その防災資材のストックするための施設というのが、今後どういう

形が望ましいのかというのは、今、総務課で防災体制を防災のあれを担当してますけ

ども。 

なかなか職員もですね、どんどんどんどん少なくなっていく中で、人員配置も十分

なものでないもんですから、そういうところではですね、今、将来的に自衛隊ＯＢの

ですね、いわゆる防災対応できる人材の確保というのも、今、進めつつありますし、
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将来的には何とか総務課の防災所管の体制というものも、しっかりしたものにしなが

ら、今後のいろんな体制づくりをどう進めるかということにはですね、これから、ま

た力を、一段と力を入れて取り組んでいくというところでご理解願いたいというふう

に思っております。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） 理解できません。早急にね、対応するのは言葉だけじゃなく

ね、誰を自衛隊の方を派遣するとかね、そういうことではなく、実際、物理的に何か

起きたときはもう遅いんですよ。早急に検討すべきです。 

言葉だけで、大体 19 年に遠山議員が質問したときの対応がなされてませんよね未

だに。それは令和５年の３月ですね。１年間経っても同じ。対応がされてないってい

うことは、言葉だけっていうことなんですよ、言葉だけ。この防災対策も全て言葉だ

け。 

実際起きたときにどうするか、それを考えていかなきゃ駄目だと思うんです。 

○議長（小原 仁君） 町長。 

○町長（村上守継君） 防災体制の構築、再構築というのは、必ずしも今ですね、新

しいまた防災倉庫を造ればというところが最優先というところでもないもんですから。 

私どもとしては、今、防災行政無線の再整備ということで、そこをしっかり取り組

むというのは、全くその何も取り組んでないということにはならないかと思ってます

し、今、防災倉庫に格納しているもので、必ずしもそこにその格納することが適さな

いっていうものも今回改めてわかりましたんで、そういったものは空いている町の公

共施設にですね、しっかりとまた移すなり、また機械についても、これもすぐ、また

それを新しいものを造ってっていうのはなかなか困難ですから、いずれまた今後のま

ちづくりの計画の中でしっかりそういったものものを検討して位置づけしながらです

ね、議員の皆さんにもまたそこを示して、今後、取り組んでいくというところでござ

います。 

今、質問を受けて、それをすぐまたやるというところにはなかなかならないかとい

うふうに思っております。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） 早急に行動に移して、本当に災害が起きたときには、もう対

応できない状況だと今思うんですよね。その点、移転・建築が難しいのであれば、今

の置いてる機材を高台のどこか置く、役場のどっかに置く、あとは消防署にお願いし

て、消防署にもちょっと保管してもらうとかですね、そういう対応を早急にしてくだ

さい。 

その約束をお願いします。町長の答弁を求めます。約束の答弁を求めます。 

○議長（小原 仁君） 町長。 

○町長（村上守継君） 再度のご質問ですけれども、私どもとして、今いろいろご質

問いただいたことを受け止めて、しっかり、そういう中で何が見直しできるかですね、

そこは、しっかり取り組んでいきたいというふうに思っております。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） 今の町長の答弁で、この対応は、必ず早急にするという解釈

でよろしいですね。 

以上、質問を終わります。 
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○議長（小原 仁君） 町長どうぞ。 

○町長（村上守継君） 私の最後の答弁になりますけども、すぐ防災倉庫を造るとい

うところはですね、これは、ちょっと私としても約束はできないというふうに思って

おります。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員どうぞ。 

○１番（岩谷隆行君） 私言いたいのは、今ある防災倉庫のものを安全な場所に早急

に移動してください。 

○議長（小原 仁君） 町長どうぞ。 

○町長（村上守継君） 先ほど来、申し上げてますけども、こういう質問を受けて、

改めて、私どもとしてもしっかり、今、今の防災倉庫に入っているものについての格

納のあり方についての見直しは、しっかり取り組みたいと思っております。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） やりますでいいんです。考えますじゃ駄目です。早急にやり

ますよという答弁を求めます。 

○議長（小原 仁君） 町長。 

○町長（村上守継君） 取り組みますということを申し上げてるんですから、取り組

みます。はい。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか、それでは岩谷委員の１問目の質問を終わり

ます。 

引き続きまして、岩谷議員の２問目の質問を許します。 

（１番岩谷隆行君 登壇） 

○１番（岩谷隆行君） １番岩谷、二つ目の質問いたします。 

オホーツク枝幸株式会社の経営について、ちょっとお聞きしたいと思います。 

コロナ禍も終わり、昨年５月より新型コロナが５類感染症となり、経営する施設の

稼働率・売り上げが上がってきているようですが、結果としては営業損失がマイナス

3,262 万 9,000 円と損失が続いております。 

施設利用者が増えているにもかかわらず赤字状態が続くというのは、経営に問題あ

るんじゃないかと私は考えます。 

さらに、ホテルニュー幸林においては客室の稼働率が 80％を超えておりますが、

現状のままでは、客室の人員稼働率などを見ると、今後、今後も黒字経営にするには、

もう黒字経営にするには、もう、すみません、黒字経営に持っていくのは難しいでは

ないでしょうか。今後どのような考えで会社の利益を上げる経営戦略を持っているの

か教えてください。社長である町長にお聞きしたいと思います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 岩谷議員のご質問にお答えします。 

オホーツク枝幸株式会社を指定管理者として運営する保養施設等では、ここ数年、

コロナ禍における影響から利用者数が減少しておりましたが、行動制限の解除後は、

コロナ前の令和元年度利用者数とほぼ同じ水準まで順調に回復しております。 

また、会社全体の売上高も、本年度は令和元年度を若干上回る見込みであります。 
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しかしながら、会社の本業から得られている利益を示す営業損益は、コロナ禍以降、

今年度においても厳しい状況が続いております。 

主な要因は、長引くエネルギー価格の上昇や物価高騰による仕入れ経費の増加、ま

た、近年の高い賃金上昇率に伴う人件費の増加などによるものであります。 

また、定員稼働率については、両保養施設ともに、平日でのビジネス客の利用率が

非常に高い一方で、週末や観光での家族利用などが少ないことが伸び悩む原因と捉え

ております。 

このような状況の中、ご質問の会社の利益を上げる取り組みとして、まずは、本年

４月以降、両保養施設の宿泊料金を２割程度引き上げる改定を行い、今後、安定した

収益確保による経営会場カイ、経営向上を図ってまいりたいと考えております。 

なお、うたのぼりグリーンパークホテルでは、慢性的な人員不足により、これまで

週末の営業を縮小して対応してまいりましたが、早期に通常営業を再開できるよう、

人材確保に努めているところであります。 

これらを踏まえ、当面は利用者や関係者の皆様の意見を取り入れながら、指定管理

者と一体となり、恵まれた地域資源を活用した魅力ある観光メニューの提供と情報発

信を行い、観光客増加による施設利用の拡大などで、中長期的な収益の改善が図られ

るよう努めてまいります。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君）町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

１番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） 今、私が質問したのは経営戦略って言って、価格を上げるん

じゃなくて、枝幸の、枝幸の魅力を発信しながら、いかに施設を利用していただける

かということをお聞きしたんです。 

客室の値段を上げるという非常に単純なことですね、それが経営戦略ではないと思

いますが、もう一度答弁お願いします。 

○議長（小原 仁君） 観光課参事。 

○観光課参事（堀川 光君） ただいまのご質問にお答えします。 

町長の答弁でもありましたように、両保養施設につきましては、どちらもビジネス

利用という方がかなり需要が大きくなっておりますので、先ほど議員からもご指摘あ

りましたように、定員稼働率、要するに客室の稼働率じゃなくて定員に対する稼働率

が低いと、ここら辺をもう上げていくっていうのが重要な収益の確保につながると考

えております。 

 そこにつきましては、ニュー幸林、また展望閣、ミュージアムなどを核としました

戦略拠点ゾーンの三笠山エリアにおきまして、観光資源を生かした施設整備について

検討し、観光客の誘導や滞在型観光の促進を図っていきたいと考えております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） いや、これは私がこの質問するのは、もう 1 週間ぐらい前に

質問の書類は見てるわけですよね。それなのに返ってくる答えがそれじゃ全然質問の

意味を理解しないと思うんですけども。 

今、話した中に、ビジネス客のシングル使用が多いというところに経営戦略の一つ

の窓口が、道筋があるんじゃないですか。どう思いますか。 



- 21 - 

 

○議長（小原 仁君） 観光課参事。 

○観光課参事（堀川 光君） ただいまのご質問にお答えします。 

ニュー幸林におき、おけます客室の効率化につきましては、以前から話題にもなっ

ておりまして、町としましても、かねてより必要性は認識してございました。 

ホテルの改修計画につきましては、観光施設としての魅力向上など、長寿命化など

の施設改修の必要性に基づきまして年次的な計画で改修を進めております。 

財源の確保や長期間の休業などそういうことが必要となりますので、現時点でのシ

ングルの拡充等の事業化は困難であると考えております。 

以前よりですね、ニュー幸林や、グリーンパーク、南宗谷ゴルフ場などを含めた保

養施設のあり方、またニュー幸林の改修の検討の方向性などですね、広く利用者や地

域の皆様のご意見を聞きながら検討してまいりたいと考えております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） 客室稼働率が 80％というのは、東京都の平均稼働率が 60％

強なんですよ。それも利益を取ってるホテルが多いですけどね。80％の稼働率で赤字

のホテルなんかあり得ないんですよね。そこを利益持っていくため最初の投資が必要

になってくると思うんですよ。 

今の改修じゃなく、私が一昨年の６月の一般質問で言ったように、新たにシングル

ルームを造って、ね、長期の、長期に向けた利益の確保を目指すということも考えら

れませんか。 

○議長（小原 仁君） 町長。 

○町長（村上守継君） 岩谷議員としてはですね、どっちかと言えば、シングルでも

泊まれるようなそういったものを新しく建てた方がいいんじゃないかというような考

え方だというふうに思っておりますが、今、私どもも、これオホーツク枝幸株式会社

が指定管理者として運営しているですね両保養施設。これは、それぞれ合併前から、

両町がですね、住民の保養施設として、あるいは、また町内に来るお客さんのための

宿泊の受け皿として、そしてある時期には、また土木・観光で訪れるその観光客のた

めの利用施設して、言えば、そういう多様な受け皿でですねスタートしてだけに、な

かなか、シングルが、ツインが、和室があるというところでですね、確かにそういう

中で、このコロナを踏まえてですね、どうしてもそこに、昔でしたら大きい部屋にた

くさんお客さんが泊まっていただいたということでは良い時期もあったんですけども、

まさにこのコロナ禍３年でですね、もう１部屋に１人というところがお客さんのニー

ズとして高まってですね、ですから部屋の稼働率は高くても、実質、宿泊いただける

方の人数というのは高まってこないという状況にあったわけでございまして、そうい

う中で、今、何とか、そこを、今古くなった施設を改修しながらですね、この時期を

乗り越えて、将来的なビジョンはないのかというところでございますけども、これ、

なかなか悩ましいところでございまして、枝幸町もこの規模で、やることがたくさん

あるわけですから、そこに集中してということにならないところがまたちょっと本当

に私どもとしても悩ましいところでございまして、だからといって、そういった両保

養施設を管理していくうえで、多額の指定管理料を出していることがというのは、こ

れまでも議会の中でいろいろとご意見をいただいてますけども、なかなか本当にです

ね、明るい展望を開くための考えるっていうのが今すぐ持ち合わせてはいないんです
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けども、これも、これからの大きな課題だと思っておりますので、そういう中で、ど

ういった形で、枝幸として、この三笠山ゾーンの観光ゾーンをですね再整備するかっ

ていうのは、やはり共々ですね、これ皆さんとともに、また町の中、経済産業界の皆

さんとともにですね、いろいろお聞き、考えをお聞きしながらですね、今後、将来に

向かっていかなければならない大きな課題であるというところは、私も認識しており

ます。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） さっきの防災の話もそうなんですけども、言葉では、何度も

言いますよね。 

町長が３期目やるとき、３期目迎えたときに、活力あふれる産業基盤づくりという

話があるんですけど、未来につなぐまちづくりね。 

その中で、第二次産業、三次産業の新規創業、事業継承等の支援推進などを行うと

あるんですけども、オホーツク枝幸株式会社という、もう枝幸町の枝幸町の第一次産

業の中では一番大きい基盤ですよね。そこを何とかしないと、枝幸のこういう第一次

産業は発展していかないのだと思うんですよね。 

それを悩ましいことだじゃなく、実際に行動をして、実際に検討して、実際に会議

を開いて、こういう方法で利益を上げるのはどうだということをお聞きしたかったん

ですけども、そういう話がありません。 

グリーンパークは、本当に場所的にも人が集まりにくいところと思うんすけど、温

泉施設、温泉、お湯、炭酸水、あれ素晴らしいですよね。 

だから、枝幸町内にビジネス客を集めて、グリーンパークをなるべく観光客が集ま

るような施設、施設を綺麗にするだけで観光客は、歌登地区にある自然豊かなまちで

すので、集まってくると思うんですよね、ゴルフのツアーなども増えると思いますし、

そういった戦略をもう一度教えてください。 

○議長（小原 仁君） 観光課参事。 

○観光課参事（堀川 光君） ただいまのご質問にお答えします。 

議員ご指摘のございましたクリーンパークホテルにつきまして、以前も常任委員会

等でご意見いただきまして、その後ですね、すぐにまたグリーンパークホテルの温泉

の良さというのを、ＳＮＳまたホームページで周知するっていう活動を開始してござ

います。 

またですね、ゴルフ場と連携を図った観光客の誘致、またですね、昨年から再開し

ております３月末から４月上旬にかけまして３週連続で自社ツアー等を開始しており、

昨年より開始しておりまして、今年度もですね、そういうツアーも開始しております。 

ニュー幸林で受け入れられないお客様をグリーンパークホテルの方に誘導するとい

うことで客室の確保等、今後、図っていって、収益の確保につなげたいと考えており

ます。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） もう一度繰り返し申し上げますけれども、80％の稼働率なん

ですよ、これは素晴らしいホテルなんですよ。ね、それを何とかするっていう具体的

な話にはなってないと思いますけども。 

この 80％を確保しながら如何に利益を上げるか、ただ単純に金額を上げるだけじ
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ゃなくね、どうやって利益を上げるか、そこら辺を考えてほしいです。 

例えばですね、うたのぼりグリーンバックスタッフ募集のチラシが出ますよね、こ

れ 10 時から 20 時 30 分、調理師、これは能力に応じていうですね、調理補助１名、

10 時から 20 時、970 円、時給 970 円。 

レストランホールも 16 時から 20 時、11 時から 20 時、970 円、朝食業務全般も

970 円。 

南宗谷ゴルフ場に関しましては、作業員、時給 1,140 円、７時半から 16 時 30 分、

そこのフロントは 970 円。 

970 円の時給というのは、あれですかね、北海道の最低賃金が 960 円で 10 円足し

たただけですよね。 

それとですね、働く人の士気を上げなかったら、やっぱりホテル経営って難しい、

こういうホテルとかね、そういう保養施設経営ってのは難しいと思うんすけどね。 

例えば、調理師、調理補助、９時から５時までが普通の人の働く時間と考えて、５

時から 20 時までは時給多少上げるとかですね、あとはゴルフ場の作業員、７時半か

ら 16 時半なってますけども、７時半たら朝早いですよね、大体６時頃にも起きて行

かなきゃなんないですけども、７時半から９時までの時間を時給を上げたりね。 

そういう社員の士気を高めるような方法って考えられないですか。 

○議長（小原 仁君） 観光課参事。 

○観光課参事（堀川 光君） ただいまご質問にお答えします。 

まず時給等につきましては、オホーツク枝幸株式会社の給与規定若しくはパート職

員の就業規定の中で定めておるところで募集しております。 

それにつきましては、会社の取締役会等において決定させていただいているところ

で、ご指摘のとおりですね、北海道の最低賃金が 960 円で 10 円しか上乗せされてい

ないというところで、なかなか人員の確保が難しいんじゃないかというところは以前

からご指摘いただいているところでございますので、今後、そういうところにつきま

しては、会社の中で、また検討していきたいと考えております。 

またですね、今、その人材の確保がかなり厳しいという状況でですね、早急に対応

していくというところで、まずは、実は３月からですね、人材派遣の方で、何とかで

すね調理補助等を確保できることとなりましたので、４月からは、うたのぼりグリー

ンパークホテルにおきましては、通常営業の方を再開させていただく予定となってお

りますので、これからご案内等を差し上げていきたいと思います。 

そういう中でですね、各そういう紹介、人材紹介とか派遣等の会社にあたっていき

ながらですね、今は人材の確保を何とか早急に進めて、通常稼働を引き続きできるよ

う努力しているところでございます。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） 赤字解消を解消、黒字に変えるっていう話ではないと思うん

ですけども、これは、どうしても町が経営する施設だからしょうがないとこあると思

うんすね、条例があるから。 

会社経営するにはね、その場その場でね、新しい戦略考えていかなきゃならんです

よ。 

これ条例に縛られてしまうから、どうしても条例どおりやんなきゃいけない。 
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この際、オホーツク枝幸株式会社が管理する保養施設に関しては、条例に留まらな

いで、即断できるような考えをすぐにできるという条例でもつくったらどうですか。 

○議長（小原 仁君） 観光課参事。 

○観光課参事（堀川 光君） ご質問にお答えします。 

先ほど条例の中でという話でございましたが、一応、会社、オホーツク枝幸株式会

社という組織の中でございますので、会社の規程の中で運用させていただいておりま

すので、町条例によってやっているというのは、宿泊料金につきましてはとか、利用

料金ですね、入浴料等につきましては条例の中の範囲内でやらさせていただいており

ますが、それ以外については、会社の中の規程の中で弾力的に運用してございますの

で、そこら辺はご理解いただければと思います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） 時期によってね、例えば夏のかに祭り時期になったら、とて

つもない人が集まるんすよね。そういう時期に値段を上げるとかですね、土日は半額

ぐらいにするとかですね、そういう値段の格差をつけて利益を取っていくっていう方

法もあると思うんですよ。 

それが条例に縛られたら、なかなか利益確保できませんよね。いかがでしょう。 

○議長（小原 仁君） 観光課参事。 

○観光課参事（堀川 光君） ただいまのご質問にお答えします。 

先ほどから申し上げておりますとおり、宿泊料金につきましては条例の範囲内でと

いうところで、昨年、定例会においてですね条例の改正をさせていただきまして、宿

泊料金の上限を上げさせていただいております。 

今回、先ほども申し上げたとおりですね、両保養施設につきましては、約２割程度

の料金の引き上げですね実際の料金の引き上げ、またですね、ご指摘ありましたとお

り、かに祭り、もしくはゴールデンウィーク、シルバーウィーク、お盆などの料金に

つきましては、今までは特に上げてはいなかったんですけれども、今年度からですね、

そこら辺の料金を引き上げるなどの実際やる予定になっておりますので、そこら辺、

ご理解いただければと思います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） 今の話はケースのいい話だとは思います。 

あとですね、施設内なんですが、この前の委員会でも出たように、私もあの後、ニ

ュー幸林の風呂行ったんすけどね、カビが生えてるような汚い汚れが目立つんですよ

ね。 

去年、昨年、はまなす公衆浴場ありますよね、あそこが非常に綺麗な施設だったん

ですよ、管理がしっかりして。 

それに比べるとニュー幸林の管理状況が悪いと、これじゃお客さんも来ないって言

って、それを管理を体制を立て直し綺麗な施設にするっていう約束で、私も、はまな

す公衆浴場の解体に賛成したんですけども、それ以降、そういう取り組みはやってま

せんよね。いかがでしょう。 

○議長（小原 仁君） 観光課参事。 

○観光課参事（堀川 光君） ただいまのご質問にお答え、お答えします。 
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ニュー幸林の浴場の清掃等につきましては、毎日清掃してるのは当然ですし、毎週

月曜日、毎日やってるのは当然ですし、毎週月曜日においてもしっかりと清掃させて

いただいているというところでございますが、議員ご指摘のとおり、何度かですね、

やはり浴室の床などが汚れが目立ちますよというところもご指摘いただいているとこ

ろでございました。 

それで、そこの中でですね、昨年に利用時間制限させていただいて、特別清掃をや

ったりとかですね、それでもなかなか、やはり、どんどん入浴利用者数がですね増え

てきてますので、そういう意味では若干追いついてないところもありますし、あと、

人員ですね、さすがにその人員の方もなかなかいないというところで清掃が行き届か

なくなったというところもございまして、そういうところもございまして、機械の方

のブラシを変えてみようとかですね、今ちょっとそういう導入もしております。 

そういう中で、清掃につきましてはですね、今後もですね気をつけてですね、やっ

ていきたいと思っております。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） いつもそういう答弁ありますが、実際やらないでやってくだ

さい。やりますっていうことじゃなくやってください。 

今、やりますって言いますよね、明日からやってください。 

○議長（小原 仁君） 観光課参事。 

○観光課参事（堀川 光君） 清掃につきましては先ほども申し上げますとおりです

ね、その機械の検討とか、そのブラシの、具体的に言うとブラシの質を変えたりとか

ですね、そういう、そういうところも今、実際も発注しておりますので、今後、清掃

の方をどんどんやっていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） もう一つですね懸念がありまして、この前の古川杯のスラロ

ーム大会、私も出場したんですけども、その後、ニュー幸林の風呂入りに行ったらで

すね、いろんなところがお客さんがいてですね、非常に良い光景だったんですけども。 

ほぼ禁煙ルーム、禁煙室に入ってもタバコの臭いがするとかですね、そういうクレ

ーム、苦情が結構あったんですよね。 

そういったところも含めて、いいホテルにしていかなかったら、お客さん、もう二

度と来ない、もうあんなとこは二度と来ないって言われないような施設にしていかな

きゃ駄目なんです。 

そういうクレームは来てませんか。 

○議長（小原 仁君） 観光課参事。 

○観光課参事（堀川 光君） ただいまのご質問にお答えします。 

禁煙室ですね、事務所の裏の方にあるところで禁煙室っていうのを造っておりまし

て、喫煙席、喫煙室、失礼しました。喫煙室を設けておりまして、実際、私達もそこ

の通っていくときに匂いは若干やはりするというのはありましたが、ご指摘、具体的

に何ですかね、クレームというところはまだ聞いてはございませんでしたが、そうい

う臭いの対策等につきましてもちょっと考えていきたいと思っております。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 
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○１番（岩谷隆行君） 私言ってのは、喫煙ルームの周りがタバコの臭いするのはし

ょうがないとしてね、客室に臭いがあるってクレーム来てるでしょ、多分。どうです

か。 

○議長（小原 仁君） 観光課参事。 

○観光課参事（堀川 光君） 失礼しました。客室ですね。 

そうですね、客室につきましては、新館の４階だけを禁煙ルームというふうにして

おりまして、他の部屋につきましては喫煙可としております。 

どうしても禁煙っていうかですね、そういう消臭対応できないのかというところも

ございますので、一応消臭対応はやっておりますが、やはり、それでも臭いがすると

いうところはご指摘いただいております。 

今回ですね、そういうところもございまして、そのオゾン発生装置、脱臭装置って

いうのもですね、今回、両ホテルで一応導入する予定で、そういうのも試していって、

消臭対応というのをできるかどうかというのをやっていきたいと思っております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） とにかく、ホテル、保養施設の黒字化を目指して、黒字化を

目指すには、例えば費用がかかるね、多少の費用がかかるね。その掛かるの費用がな

いからできない。ね、人材が少ないんだったら、もうちょっと待遇良くするとかね。

そして、長期間見て黒字化する目標を立てて、ぜひ動いてほしいと思います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） これをもちまして、岩谷議員の一般質問を終わります。 

それでは、もう 12 時になりますので、後の小林議員以下、皆さんの一般質問は、

お昼の昼食の後、１時からにしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

それでは、昼食のため休憩に入ります。 

休憩 午前１１時５９分 

再開 午後 １時００分 

○議長（小原 仁君） それでは休憩を解きまして、会議を再開いたします。 

 午前に引き続き一般質問を続けたいと思います。まず、小林議員の質問からお願い

いたします。 

まず、６番小林正浩議員の質問を許します。 

６番小林議員。 

（６番小林正浩君 登壇） 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。通告に従いまして質問させていただきます。 

枝幸町のヤングケアラー対策。 

ヤングケアラーとは、年齢に見合った手伝いの範囲を超えて、本来は大人が担うべ

き家事や家族の世話を日常的にしている子どもと定義しています。 

病気や障がいがある家族の介護・介助のほか、幼い兄弟姉妹の世話、アルコール問

題を抱える家族の対応、家計を支えるためのアルバイトなど、負担は多岐にわたりま

す。 

学業や友人関係に支障が出たり、健康状態に影響したりすることが懸念されます。 

国の実態調査では、世話をする家族がいると答えた子どもが、小学校６年生で約

15 人に１人、中学生は約 17 人に１人、高校生は約 24 人に１人で、このうち約７％



- 27 - 

 

が平日に１日当たり７時間以上お世話に費やしています。 

本人や、本人や家族にヤングケアラーとの自覚がない場合は、問題が顕在化しづら

いと考えられます。まず、まずは実態把握が必要です。 

枝幸町に現在、ヤングケアラーが存在しているのか質問します。また、今後、正確

な実態調査を予定しているのかもたずねます。 

次に、最も重要なことは、地域における支援体制の充実が必要であると思います。

福祉・介護・医療・教育などの関係機関の連携強化も必要です。 

当町では、令和６年４月１日運用開始予定のこども家庭センターが相談支援体制の

中心になると思いますが、どのようにヤングケアラーに対応するのか、町長の所信を

伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 小林議員のご質問にお答えします。 

ヤングケアラーについては、来年度策定する第３期子ども・子育て支援事業計画へ

反映するため、昨年 12 月に小学５年生から高校３年生までの児童・生徒と小学５、

６年生と中学生の保護者全員を対象として、アンケート調査を実施しました。 

主な内容として、年齢、地域、家族構成、家庭内の状況、ヤングケアラーの認識、

貧困などについて、対象者 659 人のうち 241 人の方に回答をいただきました。 

回収率は 36.6%で、結果は今月末にまとまります。集計した結果については、来月

から開設するこども家庭センターの専門職員を中心として、丁寧に分析し、関係部

局・機関との情報共有・連携など、有効に活用してまいります。 

あわせて、子どもの生活状況や心身の状況を確認するアセスメントシートを活用す

ることにより、対象の、失礼しました、対象者の早期把握につなげるとともに、積極

的に働きかけを行い、面談による相談支援や、必要に応じてこども家庭センター内で

の教育支援の実施など、実効性のある対応に努めてまいります。 

特に教育支援については、ヤングケアラーのほか、様々な環境により課題を抱えて

いる子どもに対して、その特性に応じた学習指導や人間関係に資する活動を展開する

ことにより、その子の最善の利益を最優先に支援してまいります。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。アンケート調査が行われたということで、非

常に安心するところではありますが、３月末にならないと結果が出ないという、そう

いうことなのですが、現時点でも、241 人分の回答があるということですから、その

中にヤングケアラーと自覚されてる方がいるか、いないかということは、現在の段階

で１人でも２人でも、いるか、いないかということはわかりますでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 町民課参事。 

○町民課参事（三浦淳史君） ただいまの議員のご質問にお答えをいたします。 

アンケートの調査につきましては、郵送で個人に送って、個人から郵送で回収いた

だくという形で行っておりまして、集計につきましては、委託契約によってですね業

者さんで集計をしていただいております。 
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契約期間がですね、今月いっぱいなもんですから、その途中の状況というのは、こ

ちらでも実はまだ把握はしておりませんが、まとまった時点でですね、先ほど町長か

ら答弁にありましたように、しっかりと分析をして対応してまいりたいという考えで

ございます。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。その結果というのは、議会の方に報告される

ような予定でありますでしょうか。それとも内部だけのものということになるんでし

ょうか。 

○議長（小原 仁君） 町民課参事。 

○町民課参事（三浦淳史君） ただいまの議員のご質問にお答えをいたします。 

町長の答弁にもありましたようにですね、こちらの調査につきましては、第３期子

ども・子育て支援事業計画の方にも反映を考えてございます。 

そういった中でですね、ご説明の方、ご報告の方は、させていただくことになろう

かというふうに考えております。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。とりあえず調査が終わって、子ども・子育て

の方の施策の方に載るということなので、一応安心したところではあるんですが、ま

ず、先ほど町長の言葉の中にもありましたが、個々の子どもに合わせた指導をしてい

くということで非常に心強いなというふうに感じました。 

その中で、家庭、こども家庭支援センターの中で、こども家庭支援員という方が１

名任用されることになってると思うんですが、この方の業務内容と、どのような人物

がここにあたるのかっていうのを、わかる範囲で、できる範囲でいいんですが、教え

ていただければと思います。 

○議長（小原 仁君） 町民課長。 

○町民課長（阿部勝義君） ただいまの議員のご質問にお答えします。 

今予定しているこども家庭支援員の方は、縁あって枝幸の道立高校に昭和 58 年４

月に着任をされて、そこが初めての着任先で、枝幸でございました。 

それから道立高校の教員として平成 31 年３月をもって退職し、その後札幌のです

ね、民間の専門学校の校長として５年間勤めて、昨年３月に退職をされてございます。 

枝幸にも縁があって、実は２月に、先月の２月の 20 日から３日間、企画課にお願

いしてですね、おためし地域おこし協力隊の制度を活用して、今の教育のあり方です

とか、今の現状、昨年８月から教育相談員がいないというのが現実と、今年４月から

教育家庭センターを設置するんだということの中で、いろいろお話をさせていただい

て、そういった中でですね、この人が適任だろうということで、今、人材として内定

をさせていただいております。 

４月からは、任期付の職員として、４月、５月、６月ちょっと変則の勤務になろう

かと思いますけども札幌からちょっと通っていただいて、７月からは、地域おこし協

力隊の任期付職員として、２年間はこちらにいるような形で、今のところ内諾を得て

おりまして、仕事の内容といたしましては、先ほど申し上げましたとおり、家庭セン

ターということで、不登校の児童生徒あるいは保護者、悩みを抱えている家族に対し

てですね、その方たちが孤立しないような、手を差し伸べるアウトリーチ型の支援を
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行うとともにですね、今まで不在だった教育支援センターということで「ありのまま」

というものを設置して、ありのままの問題のある子供を受け入れて、その人に合った

個別の対応をしっかりしていくとともに、そういう人たちたちは、不登校というふう

な問題も抱えている方もいらっしゃいますので、そういった方々への教育の支援も担

っていただくということで内諾を得ておりますので、まだ始まっておりませんが、不

登校の取り巻く環境は様々な環境であると思います。その一つが、ヤングケアラーで

あり貧困、いろいろないじめの問題とかもあると思いますけども、この方については、

幅広いそういった知識・経験も有しておりますし、高校教諭の期間中にはですね、校

長時代、教頭時代には、いじめの対策委員ですとか、あるいは、中・高児童相談所の

生徒指導の協議会なんかの委員にもなってですね、そういった経験を有する方ですの

で、私どもとしては、大きく期待期待を寄せておりますし、そういった方に協力いた

だけるということで期待をしております。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。 

今、課長の答弁の中に、ヤングケアラーっていうのは、やっぱり不登校に関わって

るっていう、そういう関連性があるという、そういう認識っていうのは私も聞きたか

ったことで、課長の方から答弁が出ていて非常にありがたいなというふうに思います。 

それでなんですが、今も説明にあったんですが、やはり高校の先生をされてたとい

うことで、それ以降、小さい子どもに対応するような、そういうお仕事にも就かれて

たっていうふうな認識でよろしいんでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 町民課長。 

○町民課長（阿部勝義君） ただいまのご質問にお答えします。 

道立高校の教諭でございますので、主に高校の生徒の学校との関わりが深かったと、

ただ、しかし先ほど言ったように、小中高連携の中のいじめ対策ですとか、そういっ

た方、そういった委員会にも入ってございますし、ボランティアとしてですね、外国

人の方に中国語を教えたりだとか、それは年齢問わず教えたりもしておりますので、

そういった意味では心配はないのかなと。 

そういった意味でも、その家族の中、高校生を対象にしてますけども、その家庭の

中には、やはり一人っ子ではなくて、その妹さん、兄弟の方ってのは中学生・小学生

の方もいらっしゃったでしょうし、そういった、ちょっと紹介はできないようなお話

も個別にさせていただいておりますので、そういった経験を基にですね、しっかりや

っていただけるということで確信をしております。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） はい、わかりました。合わせて安心しました。 

はい。次なんですけど、心理担当職員という方が、週２回３時間ほどいらっしゃる

ということなんですが、この方の業務内容と、どのような人物がここに挙げられてい

るのかっていうのを説明させて説明していただければ。 

○議長（小原 仁君） 町民課参事。 

○町民課参事（三浦淳史君） ただいまの議員のご質問にお答えをさせていただきま

す。心理担当職員ということで４月から来ていただけるんですけども、週１週間のう
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ちですね１日３時間を週２回ということで対応していただこうというふうに考えてお

ります。 

現在、スクールカウンセラーとしてですね、管内それから枝幸高校にもですね行っ

ていただいている方でございますので、この辺は、町内の保健師さんですか知ってる

というようなところで非常に期待をしているところでございます。 

学校の状況もそうですし、それから、学校ばかりでなくてですね、当然、子育て支

援エリアにも施設がありますので、そういったところ、それから町内全員に関してで

すね、幼児から、いろいろ保護者の方のそういった相談なんかも受けていただく。 

平常は、平日は、私どももおりますし、そういったところをですね、週、時間は短

いんですけれども、説明をさせていただいて、対応させていただくというふうなこと

を想定しています。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） わかりました。次なんですが、各自治体によるんでしょうが、

ヤングケアラーとか恵まれない家庭に生まれた子どもたち、そういうところに弁当の

支給をしていたりとかですね、子ども食堂をやっている地域もあると思うんですが、

それは行政がやってるわけじゃないですが、行政が音頭をとって、今後そのような活

動につなげるような形にはならないかということが質問なんですが。 

○議長（小原 仁君） 町民課長。 

○町民課長（阿部勝義君） ただいまのご質問にお答えします。 

先ほどの答弁をいたしましたとおり、今回アンケート調査の結果がまとまって、そ

の中にはヤングケアラーとか貧困の状況も、全てが把握できるわけではございません

が、まとまった段階でですね、相談員の家庭支援、新たに来る方等々を踏まえて分析

をさせていただいて、子ども・子育て会議という場もございますので、そこにアンケ

ート調査結果を出して、次期、第３期の子ども・子育て支援事業計画の中に盛り込ん

でいくということになりますので、そのときに議員の皆さん、あるいは子育て支援会

議の皆さん、教育会議、そういったところの面で、いろいろなご意見をいただくこと

になると思いますので、貧困の方が多い、それによって登校できない、それによって

学びが保障されないっちゅうところであれば、必要な支援というのは、今後、子育て

の支援ということで重点的な課題でございますので、そこは皆さんのご意見をいただ

きながらですね、どれが最善の支援なのかというのを考えながら取り組んでまいりた

いというふうに現在のところ思っております。 

以上でございます。 

○６番（小林正浩君） はい、わかりました。質問を終わります。 

○議長（小原 仁君） これをもちまして小林議員の一般質問を終わります。 

続きまして、５番野口洋郎議員の質問を許します。 

５番野口議員。 

（５番野口洋郎君 登壇） 

○５番（野口洋郎君） 通告に従いまして質問いたします。 

１問目、帯状疱疹の予防接種助成について、町長に伺います。 

最近、帯状疱疹の患者が増えているという報道を数多く目にします。 

帯状疱疹は、赤い発疹や水ぶくれが帯状に生じる病気で、水ぼうそうにかかったこ
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とのある人なら誰でも発症する可能性があります。特に 50 歳以上からの発症率が高

く、80 歳以上では３人に１人が発症するといわれています。 

早期発見、早期治療が有効的ですが、治療が遅れたり、早期治療をしてもなお一定

の頻度で痛みが残ることがあります。これは、帯状疱疹後神経痛と呼ばれるもので、

痛みが３ヶ月以上、長い人では 10 年以上も続くと言われています。 

当町の帯状疱疹の罹患状況はどのようなものか示してください。 

帯状疱疹は、加齢や疲労、ストレス等で免疫機能が低下するとウイルスが活性化し

て発症すると言われており、これを防ぐためにワクチンの接種が有効とされています。 

帯状疱疹の予防接種には、生ワクチンと不活化ワクチンという２種類があり、病院

事務局に確認したところ、生ワクチンは接種回数は１回で、費用は 7,590 円です。不

活化ワクチンは２回の接種が必要になりまして、１回の費用が２万 1,540 円、２回接

種しますと４万 3,080 円になります。 

予防効果の方は、生ワクチンが 50％、予防期間は５年程度、不活化ワクチンの予

防効果は 90％、予防期間は９年以上というふうに言われています。予防効果の高い

不活化ワクチンの予防接種を受けたいのだが、高額で接種できないという声がありま

す。 

現在、この予防接種費用を助成している自治体が広がっています。昨年８月の調査

によると、北海道では 28 の自治体、宗谷地方では幌延町と猿払村が助成しています。 

当町でも、住民の声に応えて、この高額な予防接種費用の助成を始めるべきです。 

また、帯状疱疹後神経痛を発症しないためにも早期発見、早期治療が大切です。そ

のための周知などを積極的にするべきだと思います。 

以上、町長の所見を伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 野口議員のご質問にお答えします。 

 帯状疱疹は、水痘の原因ウイルスである水痘・帯状疱疹のウイルスに感染して発症

する病気です。感染症法では、帯状疱疹は、国の感染症発生動向調査による届出疾患

には定められておりません。 

枝幸町国保病院での帯状疱疹と診断された患者は、令和５年４月から 39 名、合併

症である帯状疱疹後神経痛は７名となっております。しかし、ウイルスによって傷つ

けられた痛みがある場合、神経障害性疼痛と診断されるなど、ウイルスが特定できな

いケースもあるので、正確、正確な罹患状況を把握するのは困難となっております。 

次に、予防接種費用の助成についてですが、国においても、帯状疱疹ワクチン接種

を定期接種とすることについて検討を進めており、有効性や安全性、費用対効果など

を踏まえ、今後も議論を行うこととされていますので、当町においても、接種費用の

助成について検討してまいりたいと考えております。 

また、早期発見、早期治療に係る周知につきましては、国において、テレビＣＭな

どを活用した疾患の啓発を行っており、町としましても、北海道などの関係機関と連

携を図り、予防啓発に取り組んでまいります。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 答弁が終わりました。再質問があれば許します。 
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５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 当町の罹患状況が 39 名っていうことなんですが、これ多い

のか少ないのか、ちょっと難しいところだとは思いますけれども、私、いろいろと話

を聞いたところによると、やっぱり高齢の方でかかったことがあるという方が多くい

らっしゃいましてですね、その中で一例を申し上げますと、80 代のご夫婦なんです

が、ご主人が帯状疱疹にかかったと、大変ひどい、ひどい症状で苦労されたと。 

初期治療というか、枝幸の国保病院に行って、帯状疱疹という診断をされて、その

ときの治療薬だとか注射だとか、いろいろしていただいて初期治療がすごく良かった

ので、その後、名寄の皮膚科に行ったときに、大変良い治療をしてもらってるってい

うことで、治りが早かったっていうことなんですね。 

ですから、歌登、枝幸の国保病院の治療が非常に適切であったという、そういうこ

とで感謝しておられました。 

それで大変症状がひどくきつかったもんですから、ご夫婦でご主人の治療が終わっ

後に予防接種を受けたいっていうことになったらしいんですね。 

それで病院に話を聞いたら、生ワクチンだとこの金額だけど、不活化ワクチンだと

この金額だというふうに伝えられて、不活化ワクチンの方が予防効果は高いんだよっ

ていう話を聞いたんだが、この金額じゃとても受けられないということで、生ワクチ

ンの予防接種を受けたっていうそういう話なんですよね。 

それで、この１回の費用が２万 1,540 円って、これ、とてつもない高い金額なんで

すが、ちなみに枝幸町ではインフルエンザの予防接種の助成してますが、この助成は

どのようになっているか、ちょっとその辺を教えていただけますか。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（有賀博輝君） ただいま野口議員のご質問にお答えします。 

インフルエンザの予防接種につきましては、非課税の方につきましては無料となっ

ております。あと、国保の方で 1,600 円助成している形でやっております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 課長おっしゃるとおり、インフルエンザの場合はですね１回

3,600 円なんですね、接種料金がね、その中の 1,600 円助成しているから、自己負担

は 2,000 円でいいという、そういうことですよね。 

これぐらいで受けられる予防接種だったら、皆さんやっぱり積極的に受けられるん

ですね。ところが、この帯状疱疹は２万円を超えますから１回の接種が、これだとな

かなか受けられないというふうに思うんです。町長の検討されるという答弁だったん

ですけども、どのような検討をされていくのか、その辺をちょっと具体的に示してい

ただければ大変助かるんですけれども。 

○議長（小原 仁君） 町長。 

○町長（村上守継君） 全道の取り組み状況についてはですね、先ほどご質問の中で、

まだまだ全道的にはですね、その助成ってのは少ない状況ではありますけれども、た

だ、最初の答弁で申し上げましたように、国において、今、定期接種することについ

て検討を進めているという流れもありますんでね、しかもまた、管内的には、先日報

道されてましたけども、浜頓別が今年から６年からですね、対象にするというような

ことも出ておりましたんで、そういうことから、少し前向きにですね、状況を見なが
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ら検討していかなきゃならんのかなという認識でおります。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） ぜひ前向きに検討していただきたいと思います。 

私の取り寄せた資料、28 市町村で、北海道の場合ですね、28 の自治体で助成して

いるんですが、宗谷地方のですね、幌延町がですね生ワクチンの助成が 1,000 円、自

己負担 1,000 円、不活化ワクチンの自己負担 9,000 円っていうふうになってるんで

すね。ですから、２万円だと１万 1,000 円助成して、自己負担は 9,000 円で受けれ

るっていうふうに、これでも高いかなっていう気もするんですけども。 

あと、猿払村は、猿払村も１万 1,000 円を助成している。大体１万円ぐらいで受け

れるような形に助成しているっていうところが多いと思います。中には全額助成され

ているところもありますし、生保の方は全額助成というようなところもあります。 

その辺、ぜひ研究していただいてですね、なるべく打ちやすい予防接種になるよう

にお願いしたいんですけども、そこ一言だけお願いできますか。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（有賀博輝君） ただいまの野口議員のご質問にお答えいたします。 

先ほど町長の答弁にもありましたとおり、内部でも一応検討させていただきました。 

それで、町長の方で答弁ありましたとおり、前向きに検討するということだもんで

すから、これからですね、年齢要件や助成額、それから助成の方法だとか、そういう

ものも検討しながらですね、いい方向に進めていければ、取り組んでいけるかなと考

えております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 以上で終わります。 

○議長（小原 仁君） はい。それでは野口議員の１問目の質問を終わります。 

続きまして、野口議員の２問目の質問を許します。 

５番野口議員。 

（５番野口洋郎君 登壇） 

○５番（野口洋郎君） ２問目の質問に移ります。 

国民健康保険事業について、町長に伺います。 

私は、昨年の３月議会でも同様の質問をしていますが、国民健康保険税が高すぎる

という問題です。 

平成 30 年から制度改正により北海道と道内市町村による一体的な運営により、保

険税を平準化するという名のもとに保険税が毎年値上がりしています。 

しかも、北海道による激変緩和措置の期限が今年で終わり、今年度あった 7,700 万

円の軽減措置がなくなり、来年度からは国保特別会計の基金取崩しによる町独自の激

変緩和をするということです。来年度の基金取り崩し額は 4,000 万円という予定にな

っております。 

保健福祉課の資料によるモデルケースで話を進めますが、40 歳から 65 歳未満の世

帯で所得 300 万円、これは給与収入でいうと 430 万円ぐらいになります。の夫婦と

子ども２人の４人世帯の場合、令和５年度の国保税額は 44 万 2,700 円でしたが、来

年度からは 49 万 9,400 円になります。実に５万 6,700 円の増額になります。 

同じモデルケースで令和３年の国保税額は 38 万 3,200 円でした。４年間で 11 万
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6,200 円の増額となっています。 

これは、もはや払える金額ではありません。しかも、この値上げは、道内統一保険

料が適用される令和 12 年度まで続くと考えられています。 

もちろん、これは国の定める制度であって、当町に責任があるわけではありません。

しかし、地方自治体として住民の苦しみを緩和するために何かできることはないでし

ょうか。 

町長は、昨年３月議会の答弁で、本来の納付金額を賄うための財源確保が当町保険

事業にとっての大きな課題となっていると答弁しています。この大きな課題に対する

解決策は、どのようなことが考えられるでしょうか。 

また、滞納対策として、現在７期で支払っている保険税を 10 期にしてほしいとい

う質問に対して、今後、納期については検討していくという答弁もありました。この

検討はなされたのでしょうか。 

このまま保険税の値上げが続けば、国民健康保険事業自体が成り立たなくなるので

はないかと危惧します。 

町長の見解を伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 野口議員のご質問にお答えします。 

国民健康保険制度は、小規模市町村の運営が不安定であることや一般会計から多額

の法定外繰入が行われていたことから、持続可能な医療保険制度の構築を目的として、

平成 30 年度から都道府県単位による運営に改正となっております。 

この制度では、道が算定する納付金をそれぞれの市町村が納付することで、保険財

政が賄われておりですが、改正前の当町の保険税率が道内平均より低かったこともあ

り、急激な保険税率の引き上げの緩和を図るため、令和５年度までの６年間総額で４

億 5,900 万円の納付金の減額がなされておりました。 

当町においては、このような激変緩和措置の適用を受けながら、平成 30 年度以降、

保険税率の見直しを行ってきておりますが、激変緩和措置の終了に伴い、更なる見直

しが必要になっております。 

道では、令和 12 年度を目途に道内統一保険料率の適用を予定しておりますが、そ

れまでの間は、引き続き市町村において保険税率を定めることから、当町では、国保

事業会計基金の約１億 5,000 万円を活用し、令和６年度以降は、町独自の激変緩和措

置を行うこととしております。 

次に、保険税納期の拡充に関することですが、季節的な雇用の方が就労期間内に納

税できるよう６月から 12 月までの７期の納期を設けております。期限内の納付が原

則でありますが、納付困難な場合は、分割納付などによる対応を行っておりますので、

引き続き、現行の納期といたします。 

少子高齢化による社会保障負担率の増加が大きな懸念であることは、議員と認識を

共有するところであり、国による財源確保の要望とともに、引き続き、医療保険制度

の安定的な運営に努めてまいります。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 
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５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい。残念ながら、町からの前向きな答弁は得られなかった

なという感じなんですけど。 

この所得、質問いたしました所得 300 万、給与所得、給与収入でいうと 420 万っ

ていうところなんですけどね。この４人世帯っていうのは、要するに子育て世帯です

よね、そこの増額が５万 6,700 円。 

これ、この金額がね、ちょっと莫大ですよね、はっきり言って。 

これだけ上げなければ国保の事業が成り立たないっていうのはね、もう事業自体が

本当に成り立っていないのではないかなっていう気がするんですけど。 

これ、町長、これだけ上げてね、令和 12 年まで、どんどんまだこれ以上上がって

いくっていうことですよね。これで払いたくても払えないという人が、どんどん出て

くるんじゃないかなっていうふうに思うんですけど、その辺の認識はどうなんですか

ね。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（米津功司君） 議員の質問にお答えいたします。 

子育て世代の方でですね５万 6,700 円今回上がるっていう部分でご説明させていた

だいたんですけれども、現実問題ですね、町としましても、現行のですね税率のまま

据え置くとなりますと、実際、約 7,000 万円、道への納付金の方が足りなくなるとい

う状況にあります。 

それで、今回、税制改正、この後提案させていただくんですが、その税制改正をし

た後でもですね、一応 4,000 万程度足りなくなるっていう部分がございまして、その

分については、国保の基金使ってですね、道の方に料金を払うっていうようなことで

考えてますので、町としては、基金の活用という部分で支援をしていくっていう部分

で考えておりますので、ご理解いただきたいと思います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君）  町独自のね経験緩和ということで、今まで積み立てた１億

5,000 万取り崩して少し緩和になるっていうことなんです。 

この１億 5,000 万っていうのは、今までかけてたものの余剰分が積み立てていった

っていうことでしょう。要するに、払いすぎた分が積み立ててあったからそれを使う

っていうことで、そういうことじゃないんですか。そこを教えてもらえます。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（米津功司君） 議員の質問にお答えいたします。 

令和 30 年、平成 30 年の制度改正以降については、議員おっしゃるとおり、税金を

集めた部分の余剰を積み立ててはおるんですけれども、その前については、町の方か

らですね、一般会計からの繰入という形でですね基金を積み立てていたという経過が

ございます。 

はい、以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） わかりました。平成 30 年のときに基金作ったんですよね。

それから積み立てているっていうことで。 

僕が言いたいのは、積み立てたやつを崩して、それでも今まで 7,700 万円道の激変
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緩和があったんですが、今回 4,000 万しか基金崩してるのね、4,000 万しか使えない

から、だから、こんだけの値上げになっちゃうんだよっていうそういうことですよね。 

でね、わかりますよ。参事の責任でこうなったっていうことじゃなくてね、そんな

ことはわかるんですけど、だけどこれね、実際、払える金額を超えてるんじゃないん

だろうか。だって、収入 300 万ということは、月に 25 万ですよね。25 万の人が約

50 万国保税に持ってかれちゃう、２ヶ月分の給料を持ってかれちゃうってことでし

ょう。それが、払える金額のうちなのかどうなのかって。 

わかりますよ、計算上こうなるのはわかるんだけど、そこはちょっと認識を聞きた

いんですよ。認識を。どうなんだっていう、その辺の認識を教えてもらえますか。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（米津功司君） 議員の質問にお答えいたします。 

国保税高いということで、絶対払えるのかっていう部分のご質問だとは思うんです

けれども、今年の数字ではないんですが、令和５年度の保険税の率、その辺、北海道

の団体で 177 団体ございます。その中で、所得割については 177 番中 140 番台、そ

れで均等割が 112 番台、それで均等割が 48 番という位置にいる状況です。 

全道的な話をすると、その辺の位置にいるんですけれども、なんせ高いのは私もわ

かりますけれども、こういう制度的にですね、道の方に納付金を払わなきゃいけない

っていう部分もございますので、今回このような形で提案させてもらうような状況で

す。以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい。制度、制度に問題があるからこうなってしまうのが、

しょうがないのかなという気も、しょうがないとは言わないけど、しょうがないです

ね。町では、こうするしかないっていうところなんだと思うんだけど。 

こないだ資料いただいたねモデルケースのやつで、所得 300 万のことありますが、

所得 300 万の４人世帯５万 6,700 円のアップってあって、所得 1,000 万の世帯、４

人世帯で３万 4,100 円のアップってなってますよね。これ、どう考えても、ちょっと

矛盾があるのではないですか。 

所得が低い人の方が増加率が高い、アップしてるっていう。いろいろと理由がある

んでしょうけど、これ、この所得 300 万の人たちが納得できるスキームだと思われま

すか。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（米津功司君） 議員の質問にお答えいたします。 

増減、増加率については、例えば 1,000 万の方でしたら国保税の限度額っていう部

分にかかりまして、限度額が今 104 万円ですけれども、それ以上は国保税を取らない

っていうような制度になってます。 

それにかかるもんですから、1,000 万を超える方々については、そこに引っかかる

方です。 

それで、ただ税額については、その 1,000 万の方もその限度額にかかるぐらいまで

お支払いいただいてるっていう部分がございます。 

ただ、金額的に伸び率は違いますけれども、金額的には差があるということでご理

解いただきたいと思います。 

以上です。 
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○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） わかりました。 

それとですね、所得の小さい人たち、少ない人たちの部分でね、ここでもやっぱり

値上がりになってますでしょ。 

これをね、一番上に出てる７割軽減の単身世帯、所得 43 万円以下の人でもプラス

480 円プラスになってるんですよね。 

この所得の低い人たちの税金を上げるっていうのを何とかできないものですかね。 

これ、このまま、今議会上程されたものが可決されれば、されれば、これで決まる

っていうふうに思うんですけど、これ、何とかこの辺をもうちょっと上げ幅を低くす

るようなそういった考えはありませんか。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（米津功司君） 今、議員の質問にお答えします。 

議員おっしゃられた７割軽減、５割軽減、２割軽減という決まった中でですね経緯

がございます。それで、低所得の方、所得 43 万円以下の方ですとか、何とかならな

いかということなんですけれども、今の国保のこの税率の改正の中では、今のところ

税率については一律でかけてますし、軽減の部分についても決まった規則の中でちょ

っとやらせていただいているので、これについては、ちょっと現状このような形でし

か、ちょっと上がってしまうんですけれども、この形でないとちょっと難しいかなと

いうふうに考えてます。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、わかりました。 

一言、言っておきたいですけど、例えば、このモデルケースで所得 100 万円の方、

４人世帯のところで１万 4,000 円、５割軽減でね１万 4,000 円上がるんですよね。 

それでね、今議会で上程される商品券ありますね、これ１人 5,000 円の商品券出る

んですよね、そこ決まればですけど。 

これ、４人家族だと２万円じゃないですか。それで２万円もらったって１万 4,000

円税金が上がっちゃってね、実際 6,000 円しか手元に残らないと、そういう計算にな

りますよね。これでね、低所得者に対するその思いやりのある政策なのかっていうの

が非常に疑問です。 

それと前回、税務課からですね、滞納繰越額の状況という資料をもらいました。 

それでね、平成 30 年から国民保険税の滞納者、がくっと増えてるんですね。これ

の理由がどこにあるのかという分析がされているのであれば、ちょっとお答え願えま

すか。 

○議長（小原 仁君） 税務課長。 

○税務課長（髙瀨雅之君） 議員のご質問にお答えいたします。 

平成 30 年度より、国保税でいきますと大体 60 万のものが 140 万ほど倍になって

おります。これについてはですね、28、29 年度に、住民税のですね、あ、所得税の

方の更生が入りまして、その部分で所得が増えた分、国保税にはね返るという形でで

すね、増えているのが原因だ、原因となっております。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 
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○５番（野口洋郎君） はい、課長おっしゃるように、こないだも説明を受けたんだ

よね、わかりました。 

ただね、平成 30 年から 31 年、令和２年、３年、４年って、ずっと滞納者の数も増

えてるし金額も上がってるんですよね。 

これ、やっぱりね、国保税が上がり続けた結果じゃないのかなというふうに私思う

んですけども、その辺の認識はどうですかね。 

○議長（小原 仁君） 税務課長。 

○税務課長（髙瀨雅之君） 議員のご質問にお答えいたします。 

国税の場合はですね、この前の資料に付いてますとおりですね、平成合併時にはで

すね約 80％の徴収率しかございませんでした。 

今はですね、現年・滞繰り合わせまして 94％と高い比率だと、確かに未納、未収

金が多額となっているのは、これは大きな額を滞納している方が数名いらっしゃいま

して、その方が未納額を押し上げてるっていう。 

また、少ない方に関してはですね、ある程度分割納付、原則、基本は納期限に納め

ていただくんですが、納税相談などを行ってですね、分割納付いただいて、完納に向

かってる方もいらっしゃいます。 

ということでですね、徴収率に関してはですね、以前より上がっていることとなっ

てますんで、ご理解のほどお願いいたしたいと思います。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 先ほど納付の回数を７回から 10 回に増やしてほしいという

ような、前回もねそういう質問してるんだですけど。 

これ 50 万、７回で払うとなると１回７万超えますよね、７万を超えた納付書を見

て愕然とするわけですよ。それでね、なかなか払えないっていうことになります。 

これを長くすれば、相談をすればね、窓口で分割っていうか、できるってのはわか

るんだけども、最初っからその７万っていうのを見て払う気がなくなるより、もう少

し長くしてでも１回の金額小さくした方が納税意欲が湧くんじゃないかなって思うん

ですけど、その辺どう思われますかね。 

○議長（小原 仁君） 税務課長。 

○税務課長（髙瀨雅之君） ただいまの野口議員のご質問にお答えいたします。 

現在ですね、令和５年度の状況で申し上げます。 

国保税の全賦課世帯数はですね 1,353 世帯となっております。そのうちですね、普

通徴収と、それから特別徴収、給与や年金の特別徴収と普通徴収の方を合わせるとで

すね 1,104 件あります。約 81％ぐらいとなっております。 

このうちですね、12 月までに納付いただいた件数が 989 世帯、約 89.6％の方がで

すね 12 月末までの国保税最後の納期限までに納付いただいております。 

残る件数はですね 115 件となりまして、額的にいきますと 1,500 万という話にな

っておりますけれども、これについても、一部は分割納付という形で納付いただく形

と見込んでおります。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 要するに、ほとんどの方は期限内に納めているんだっていう

そういう論旨ですよね。でも、納てら、納めて、納められない方が 115 件あるってい
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う、金額で 1,500 万、そこをね重視するべきだと思います。 

収められる人は納めるんです。収められない人がいる、収められなくて困っている

人がいるっていうのは、この実態だというふうに思いますので、その辺ぜひもうちょ

っと研究していただきたいなと思うのと、ぜひ納期の方は、７期を変える気がないっ

ていうような感じなんですけども、ぜひその辺を検討していただければなというふう

に思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 税務課長。 

○税務課長（髙瀨雅之君） ただいまの野口議員のご質問にお答えします。 

滞納の状況ですけども、これはちょっと４年度の実績ベースであるんですけども、

国保税は、その時は 68 世帯おりました。令和４年度の繰越、現年度分を繰り越した

方がですね。 

国保税のみが 19 世帯で、約 27％、残りがですね国保税のほか、住民税や固定資産

税、その他の使用料などを滞納している方が 49 世帯、72％となっておりますので、

国保税だけで滞納している方っていうのは 19 世帯しかございません。 

もう１点ですね、納期の関係ですけども、先ほど申し上げたとおりですね、町長の

最初の答弁にもありましたとおり、就労期間が、基本的には、枝幸町の場合特異体質

で、やっぱり４月から 12 月までの就労している方が多いんですけども、その期間に

お支払いいただくことが前提として考えております。 

特に１月、２月、３月になると、仕事がないときに国保税を納めるっていうのは、

税金を納めるというのは、少し厳しいのかなというふうに集めている方からしたら考

えております。 

またですね、12 月の広報誌や音告、ホームページ、それからですねＥＯＳのデー

タ放送などでもですね、いろいろ事情がありまして、なかなか期限内に収められない

という方はですね、ぜひ納税相談をしていただいてですね、こちらの方もですね、い

ろいろ私どもも全部、原則は納期限の期限でありますが、やっぱり年度内、もし厳し

いのであれば、少し滞納という形になりますけども分割納付いただけて完納いただけ

るようでありましたら十分相談に乗りますので、そういう方については、ぜひ税務課

の方に納税相談をいただきたいと思っております。 

以上でございます。 

○５番（野口洋郎君） 終わります。 

○議長（小原 仁君） はい。これをもちまして、野口議員の５番目の質問を終わり

ます。 

それでは続きまして、８番遠山 修議員の質問を許します。 

遠山議員。 

（８番遠山 修君 登壇） 

○８番（遠山 修君） 通告に従いまして、質問させていただきます。 

災害対策と住民意識の向上ということで、お聞きします。 

今年１月の能登半島地震は日本中を震撼させる出来事で、いまだ復興途上にありま

す。 

当町では、今冬の暴風雪による生活道路の遮断は大変大変なものがありました。 

全国各地で頻発する地震と津波に対する不安と、地球温暖化による気候変動と、多

岐にわたる災害に向き合っていかなければなりません。 
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これら自然災害に対してどのような対応と対策を行うのか、以下のことについて質

問します。 

自治体としての災害対応と、町民の防災意識を向上させるための対策、防災訓練・

避難訓練の現状と、安全な地域社会形成のため取り組みについて、町長のお考えを伺

います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 遠山議員のご質問にお答えします。 

本年元日に能登半島地震が発生し、住民をはじめライフラインや家屋などに甚大な

被害がもたらされました。この地震に関する報道に接して、私はもちろんであります

が、町民の皆さんも改めて防災についての意識を高めたものと考えております。 

さて、枝幸町としての災害対応についてですが、平常時には、町民の防災意識を高

めるため、また避難すべき事態が発生した際の円滑な行動につながるよう、防災マッ

プなどの配布のほか、広報誌やＥＯＳ、データ放送、町ホームページなどを活用して、

機会を見ながら情報提供を行ってまいりました。 

また、避難所を開設したときのために、非常用食料や毛布などの備蓄品の計画的な

購入のほか、必要な資機材は適宜購入しております。 

次に、防災訓練・避難訓練の実施についてですが、町主導による住民参加型の訓練

は、新型コロナウイルス感染拡大などにより、ここ数年行っていないものの、歌登地 

区では、自治会や町内会による定期的な防災訓練などの取り組みが実施されていま 

す。 

今後は、枝幸地区、歌登地区それぞれに起こり得る自然災害を想定した避難訓練の

実施に向けて、関係機関とも調整しながら協議を進めてまいります。 

また、数年前から、児童・生徒の防災に関する意識の向上をねらいとして、町内の

各学校においては１日防災学校を実施しています。 

町としても講師の派遣など支援を行っておりますが、昨年10月下旬に実施した音標

小学校の１日防災学校では、近くの音標保育所と合同の避難訓練も行うなど、以前に

はなかった取り組みも増えてきております。 

なお、先ほどの調整執行方針でも述べましたが、令和６年度は、新たな津波ハザー

ドマップ作成のほか、地域防災計画の改定、災害情報伝達手段の最適化を図るため、

デジタル防災行政無線を整備します。 

津波ハザードマップは、オホーツク沿岸の津波災害警戒区域をもとに作成する予定

であり、普段から津波警報が発表された場合の避難場所についてについての意識を持

っていただくため、完成しましたら速やかに配布いたします。 

また、デジタル防災行政無線の整備は、現在、町民への情報伝達に活用しているＩ

Ｐ告知放送システムの弱点である長時間の停電や、暴風雪での断線リスクが概ね解消

され、緊急時の確実な情報伝達が可能となるものであります。 

町としては、着実な防災・災害対策への取り組みと、町民の防災意識の向上が、安

全な地域社会形成につながるものと考えております。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 
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８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君） 順番にお聞きするんですが、災害対策基本法というのがあっ

てですね、町の方でも防災計画の作成っていうのを作られておると思うんです。 

私もホームページで見させていただいたんですけど、これ1,367ページなんですよ

ね。ちょっと1,367ページを印刷できなかったんで、抜粋して見させていただきまし

たが、確かに、ここに書かれていることは、いろんな災害に対応するという素晴らし

いことが書いてある。あの地震だとか、津波だとか、自然災害であるとか、風水害だ

とか、いろんな災害に対応しますよということで計画は立てられておられるのかなと

思います。 

東日本の地震の後ですね、やっぱり、こういうことに重点を置きながらやってこら

れたのかなと思うんですけども、やっぱり平常時の対応っていうかね、起きる前の対

策は確かにできてます。で、平常時も、とにかく重要であるということだと思うんで

すけどもね。その辺の減災を含めてですね、お考えというか、行政としての考え方を

もうちょっと深掘りしてお話ししていただければなと思うんですが。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（神尾尚人君） ただいまの遠山議員のご質問にお答えいたします。 

平常時の防災意識の向上というところで、先ほど町長からの答弁にもあったとおり

ですね、普段から防災に関する情報ですね、それを改めてですね、いろんな方法を使

ってですね皆さんにお届けして、少しでも皆さんの防災意識の向上につながればと思

っております。 

まず、今年に関して言えば、やっぱり元日に発生した能登半島地震が、改めて私も

含めてですね、皆さんの防災意識、認識したのかなと思っておりますので、この機会

を使ってってわけではないんですけども、いろんな、さらにいろんな方法でですね、

皆さんにそういう、何ていうか、取り組みを皆さんに伝えるため、町の取り組みを続

けていきたいと考えております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君） 町としての自治体としての対応ということで、最終的に、町

長答弁もございましたが、防災訓練であるだとか、そういうところに最終的には行き

着くのかなと思うんですけども。 

先ほど町長の答弁の中にもありましたけども、例えば防災教育という話もありまし

たし、その中に防災訓練、防災訓練も言ってしまえば、どういう災害に対応してやる

のかなと、例えば一番多いのは、事業所なんかは制度化されてるんで、火災訓練だと

かっていうのはおなじみになってるのかもしれないですけど、我々一般の町民はそう

いう事業所単位じゃないんで、個人で参加するとなればやっぱり防災訓練になるのか

なと、そういった中で、どういった災害ニーズに合わせてやるのかなと。 

通り一遍のことじゃなくて、やっぱりそういう、どういう災害のときにどういう対

応をするか。 

例えば一例言いますと、例えばですよ、枝幸町に給水車があるかどうかわかんない

すけど、例えばそういう給水車を出して、本当に給水の訓練をするだとか、北見幌別

川があるんで、決壊したときのために土嚢作りをするかっていうのは、なんか昔私も

参加したことがあるんですけど、本当に堤防が決壊するということでね、だから、そ



- 42 - 

 

ういうことも一つなのかなと。 

大変職員の少ない中で私もやれやれとは言いませんけども、やっぱり、やらなけれ

ば実際に災害になったときに対応はできないと。 

そのいい例がやっぱり能登半島。この30年の間で、東日本、失礼、阪神・淡路から

始まって、東日本と、北海道で言えば胆振東部ですか、いろんな災害がございました

けども、やっぱり、後から言われるのはやっぱり何とかならなかったのかなと。 

やっぱり、皆さん考えてはいるんでしょうけど、忘れてしまうのが実際なのかなっ

て。月日がたてば忘れてしまう、忘れることはないと言ってもやっぱり常にそういう

認識を持たなければならないのかなと。 

ですから、私は町に対して何からかにまで全てをっていう話ではないですけども、

自分自身の身は自分自身を守ると自助ですよね。地域は身近にいる人同士が助け合う

っていうのを共助というんですか、行政によることを公助、こういうことで効果を上

げていかなければ、ならなければ、やっぱりいろんなことに接して、町民と一体化し

た中でそういう訓練等をしていかなければならないのかなと思うんですけども、その

辺、何かあれば。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（神尾尚人君） 遠山議員のご質問にお答えします。 

今、遠山議員、防災訓練・避難訓練の話がありましたので、それに町の考えをお話

したいと思います。 

災害別というかそういうことを考えますと、まず、今回ですね、津波に関するハザ

ードマップを令和６年度中作成しますので、特に枝幸地区の方はですね、そういう防

災マップをハザードマップを活用した、全地区ってわけにはいかないんでしょうけど

も、以前、平成23年頃はですね、例えば風烈布地区でそういう避難訓練やったとか、

その翌年は市街地の１地区を使ってやったとかですね、そういうようなことも新しい

ハザードマップもできますので、そういうことも考えていかなきゃならないのかなと

思っております。 

また、歌登地区に関しては、北見幌別川ですね、そのハザードマップも数年前に作

って配布しておりますので、そういうような河川氾濫っていうところをですね意識し

た避難訓練もしていかなきゃならないのかなと思ってますし、あとは可能であれば、

歌登地区でいけば歌翠苑というそういう福祉施設もありますので、そこの避難、実際

避難するの難しいのかなとは思うんですけども、何ですかね、シミュレーション的な

こともできればなと思っております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君） 私、去年の３月も質問してるんですけども、そのとき総務課

長の答弁だったと思うんですけども、コロナが収束したんで、そのとき３月だったん

ですけど、新年度にその防災訓練をやりたい旨の文章が活字になって残ってるんです

けどね、やってないじゃないかと私は言いませんけど。 

やっぱりなんでしょうね、言ったことに責任を持たなければいけないっていうか、

やっぱり、言った以上はできるできないに関わらずやるべきだと思うし、こういう、

やっぱり災害関連のことってのは、やっぱり、やってないと実際にあったときに対応

できないっていうのが現状だと思うんです。 
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あと、その中で、これもホームページの中に載っかってるんですけども、要援護者

に対するっていう事柄がホームページにこれ載ってるんですけどね。要援護者の方の

登録と支援体制ということで、これで例えば、この登録申請ってどのくらいの方がさ

れてるかご存知でしょうか。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（神尾尚人君） 遠山議員のご質問にお答えします。 

まず、昨年の私の防災に関する答弁の中で、避難訓練をしていきたいという話をし

て、私も、もちろん覚えてますし、それが実際できてなかったことだと、ちょっと私

のできなかったってことを申し訳なく思っております。 

それで、災害要支援者、援護者のとこですけども、毎年度一度はですね、そういう

各自治会等にですね紹介をしてるんですけども、今、具体的な人数は確か100人ぐら

いだと思うんですが、ちょっと押さえておりませんので申し訳ありません。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君） 要するに要援護者という方は、例えばですよ、町内会単位の

方が把握しているのかなと私も判断するんです。もし何かあったときに、隣の奥さん

１人で大丈夫かなとか、登録してるしてないに関わらず何とかしてあげようというの

は、町内会だとか、自治会・町内会が主体となってやるのかなと思うんですけども。 

こういう申請書っていうのがね、あったもんですから、避難支援プランという個別

計画っていうのまであってですね、ものすごく克明に町内会長の名前だとか、いろん

な避難情報だとかっていろいろ書いたのがあったもんですから。 

例えば、担当課としてね、その辺をどういうふうに把握して、これから枝幸も高齢

化の時代ですから、本当に何かあったときに、そういう人たちをどう、どう支援して

いくのかなというか、それは、例えば行政にお願いしますと言ってもそれは無理な話

だと正直って思うんですけれども、その辺、自治会・町内会を通じて、機会あるごと

に呼びかけをしてもらわないと困ると思うんですけども、担当課としてね、その辺、

どういうふうにしていくべきかと考えておりますか。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（神尾尚人君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

要援護・要支援の関係ですけども、基本的にはですね、そういう方が先ほど言った

ようにですね、年１回は名簿を更新するために情報をもらってるんですけども、その

中でこの方を誰が支援するんだっていうところは特に書いてありますので、もし仮に

そうなればですね、例えば町内会ですとか、親族ですとか、民生委員とかですね、そ

ういう方ができる限り支援されるかと思うんですけども、ただ、なかなか、以前です

ね町内会でもそういう方の支援に手が回らないっていうこともあって、どうしたら良

いでしょうかっていうことも町の方にあったんですけども、なかなか、そこはですね

難しい、今ちょっと正直答えが出ておりません。 

ただですね、全町的にそういう災害があれば、なかなか町も行政もですね行けない

のかもしれないすけども、例えば、一部の災害ですとかそういう場合ですと、行政の

方とかがですね、行くこともできるのかなと思っております。 

難しい部分もあるとは思いますが、町としてはですね、支援者のまずデータを把握

した中でですね、行政ともできることは対応できればなと思っております。 
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以上です。 

○議長（小原 仁君） ８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君） 災害って一言で言っても、いろんな多種多様な多岐にわたっ

て災害があると思うんですけども、皆さんご存知のとおり、本当に気候変動でおかし

い天候になってきていることは事実ですし、気象条件だけ言えば、本当に今年の夏に

向かってどうなるのかなっていう心配な部分もございます。 

実際問題、今年もあんな暴風雪によって遮断、道路が遮断されたなんていうことも

ありますしね。 

北海道だから冬だから仕方ないだろうと言ってしまえばそれまでかもしれないです

けど、やっぱり、出て歩けない、ものを買いに行けないっていう、やっぱりそういう

人たちもかなりいたみたいですから。 

最後になるんですけども、いろんな状況を勘案した中で対応していかなきゃならな

いとは思うんですけども、やっぱり枝幸の場合はＥＯＳ放送だとか何とかっていろい

ろあるんでね、ことあるごとにそういう何か備えといいますかね、発信していってい

ただきたいんですけども、町長その辺どうでしょうか。 

忘れないようにっていうわけではないですけども、いつ災害が起きるかわからない

中で、やっぱり行政としてもこういうところに気をつけて、最低限自分のことは自分

でというようなのが原則なんでしょうけども、発信していただきたいと思うんですけ

ど、その辺どうでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 町長。 

○町長（村上守継君） 遠山議員おっしゃるとおりですね、やっぱり基本的には、そ

れぞれが、やっぱり、その防災に対する意識をですねしっかり高めることが、まず大

事なことだなというふうに私も日頃から認識しているところでございます。 

特に枝幸町的には、どんどんどんどん高齢化が進んでいく中にあってですね、やっ

ぱり、そこを支えるそれぞれの地域なり町内会なりですね、しっかりとしたそういう

形の連携がですね深まるところに、やっぱり、もう少し意を用いなければならないの

かなという気もしておりますし、最終的には、他町村にない、そういった住民向けの

ツールとしては、やっぱりＥＯＳがあるわけですから、そういった面で、もう少し、

やっぱり、そういった活用というものをですね高めることも必要なのかなという気も

いたしております。 

今年は、本当に元旦から、能登半島の地震ということで、これが元旦だけでなくで

すね、これからまだまだ今年１年あるわけですから、そういう中で、また改めて、そ

ういう意識をですね高めるきっかけになっておりますので、しっかりまた新年度に向

けてですね、私ども組織総力を挙げて取り組んでいきたいと思っておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○８番（遠山 修君） 終わります。 

○議長（小原 仁君） はい。これをもちまして遠山議員の一般質問を終わります。 

もう１時間ほど経ちましたので、それでは14時30分まで休憩をしたいと思います。 

休憩 午後２時１７分 

再開 午後２時３０分 

○議長（小原 仁君） 休憩を解き、会議を再開いたします。 

一般質問を続けます。11番秋川祥雄議員の質問を許します。 
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11番秋川議員。 

（11番秋川祥雄君 登壇） 

○11番（秋川祥雄君） 通告に従いまして質問させていただきます。 

本町の基幹産業は、農業、水産業、林業であり、その中の農業について、町長の所

信を三点伺いたいと思います。 

まず一点目、農業、酪農の振興対策についてであります。 

酪農の現状として、本町の農業は、今は酪農が主体であります。その現状について、

酪農家戸数が、平成７年度から新規就農者が現在まで24戸あり、その数を加えても、

令和６年２月末で94戸と、10年前の124戸から30戸減少しております。後継者不足や

高齢化によるものが主であります。 

コロナウイルス感染症発生前、酪農はバブル景気に活気がありましたが、コロナ発

生で牛乳需要が落ち込み、個体価格の暴落で大きな打撃を受けました。加えて、ウク

ライナ情勢によって、肥料、飼料、燃料と生産資材の高騰も追い打ちをかけ、苦境に

立たされたのは言うまでもありません。 

また、牛の飼養頭数も成牛、育成牛合わせて、10年前１万971頭が、令和６年２月

末で9,581頭と減っております。乳量も、10年前５万6,715ｔが、令和４年末で５万

4,542ｔと、約２ｔ、2,200ｔ減っています。 

取扱生産額においても、５年前65億が、令和４年決算では64億と、１億円減少して

おります。国のクラスター事業等の活用で、意欲ある経営者が大型化してきたと思う、

きたにもかかわらず、離農分を埋めることはできなかったと推察いたします。 

国・道・町と２度の緊急支援対策をしておりますが、現状の酪農家にとってどう受

け止めてくれたんでしょうか。 

今も依然として物価高騰が続く中、町長の執行方針では、引き続き支援を実施する

とのことでありますが、具体的にどのような支援を検討しているのか、また、新規就

農への取り組みについてはどうなのか、クラスター事業等による拡大事業への取り組

みについてはどうなのか、具体的に説明を願います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 秋川議員のご質問にお答えします。 

はじめに、当町の酪農業につきましては、物価高騰による生産コストの上昇に伴い、

非常に厳しい状況が続いており、また、いずれの指標においても、担い手不足や高齢

化に伴う離農により、年々減少傾向にあると認識しております。 

また、ウクライナ情勢や世界経済の影響、円安等の複合的な要因によって厳しい経

営環境が続いており、すぐに状況が好転するとの推測は難しい中で、当町の基幹産業

である酪農業の経営安定のため、今後も必要な対策を講じていくものとします。 

物価高騰対策としては、国の交付金等を活用し、令和４年度及び本年度におきまし

て、飼養頭数及び月齢に応じて１頭当たり3,600円の定額助成を行い、また、国・

道・農協においても同様の支援と飼料・肥料の高騰対策があわせて実施されておりま

す。 

その効果につきましては、経営形態及び規模により差異はあるものの、経営コスト

の負担増に対して一定の抑制効果が得られたものと考えております。 
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なお、令和６年度の物価高騰対策につきましては、国・道の支援策が未確定である

ことから、今後の状況を踏まえ、町としての支援策については、財源も含めて検討し、

必要な時期を見定めて迅速に対応してまいります。 

新規就農対策につきましては、コロナ禍により縮小しておりました各種就農フェア

の出展を令和４年度より本格的に再開し、新年度は就農セミナーの開催を予定してお

ります。 

今後も関係機関と協力のうえ、人材確保に向けた取り組みを継続してまいります。 

なお、令和６年度には、夫婦１組の新規就農が予定されていることに加え、現在、

３名の方が町内酪農家において研修を行っております。 

経営規模拡大に要する施設整備計画であるクラスター事業については、現在のとこ

ろ予定されておりませんが、新年度においては、公社営事業により、ロボット搾乳牛

舎１棟の新設が予定されております。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

11番秋川議員。 

○11番（秋川祥雄君） 大変丁寧な説明を受けて、十分理解することができました。 

もし説明がなかったとしたら、新規就農者がどれぐらい今年は予定されているのか

なと聞きたかったんですが、６年度には１組入ると、また３名が研修を積んでいると

いうことで、全く大変な時期でも頑張っている若い人たちがいるのかな、そんなふう

に心強く思っております。 

また、クラスター事業も、ロボットを導入しながら１棟を今計画しているというこ

とでございますから、この点については、再質問はいたしません。これで終わります。 

○議長（小原 仁君） それでは、秋川議員の１問目の質問を終わります。 

引き続き、秋川議員の２問目の質問を許します。 

11番秋川議員。 

（11番秋川祥雄君 登壇） 

○11番（秋川祥雄君） それでは、２問目で、労働者不足とヘルパー事業についてお

聞きいたします。 

労働者不足、特にオペレーターとヘルパー事業の件でありますが、どの事業におい

ても大きな課題であります。 

大型化、大規模農地を処理する、これにもオペレーターや牛舎内の労働者の確保が

必要と思います。対応策はあるのでしょうか。 

また、酪農家が休日を取る目的でヘルパー事業がありますが、10年前、バイトを含

めて16名がおられたわけですが、現在６名とのことで、これでは十分な対応がなされ

てないと思いますが、今後の対応について伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 秋川議員のご質問にお答えします。 

当町酪農業における労働力及び酪農ヘルパーの不足については、喫緊の課題である

と認識しております。 

労働力不足につきましては、酪農家の牧草収穫作業等をサポートするコントラクタ
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ー組織では、各種就農フェアへの参加や求人活動を通して、必要な人材確保に取り組

んでおります。 

また、各農家においては、求人活動とあわせて、将来の担い手を確保するため、学

生のインターンシップや新規就農における研修生の受け入れ、また、外国人技能実習

制度を活用し、４カ国より11名の方を研修生として受け入れております。 

今後は、これまでの取り組みの継続とあわせて新たな技能実習制度の活用を行い、

必要な労働力の確保に努めるとともに、町といたしましても、重点課題である人口減

少対策と密接な関わりがあることから、必要な支援を行っていくものとします。 

また、宗谷南酪農ヘルパー利用組合においても、各種フェアへの参加や学校訪問、

研修生の受け入れなど、積極的な取り組みを実施しております。 

その成果として、ヘルパーの早期確保に期待するとともに、年々組合員の利用日数

が減少している中で、運営方法の改善を図り対応しているところでありますが、酪農

家のゆとりある生活環境の実現や休暇取得に必要な本利用組合の運営に対しましては、

今後も継続して支援を行ってまいります。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

11番秋川議員。 

○11番（秋川祥雄君） 何か、町長と別に答え合わせをしているわけではないんです

が、私が聞きたいなと思うようなことを説明していただきました。 

全く町長のおっしゃるとおりでありますが、ただですね、一つだけお聞きしますが、

今、ロボットがずいぶん利用されているということでありますが、現況では、どのぐ

らいロボットの農場があるのか、ロボットを利用している農場があるのか、もし、わ

かる範囲で聞かせていただければなと、そんなふうに思います。 

○議長（小原 仁君） 農林課長。 

○農林課長（髙瀨孝弘君） ただいまのご質問にお答えします。 

ちょっとですね、手持ちの資料がないもんですから、確認して答弁をさせていただ

きたいと思います。申し訳ありません。 

○議長（小原 仁君） 後はよろしいですか。答弁は後ほどよろしくお願いします。 

それでは、答弁を後回しにいたしまして、引き続き、秋川議員の３問目の質問を許

します。 

11番秋川議員。 

（11番秋川祥雄君 登壇） 

○11番（秋川祥雄君） それでは、３問目、猛暑対策についてでございます。 

温暖化が進んでいるとはいえ、昨年の猛暑は経験のないほどで、酪農家それぞれ大

型扇風機をたくさん導入するなどの対策をしていたようですが、牛へのダメージが強

く、亡くなった牛や体調不良で乳量が減少したり、大きな損失があったように聞いて

おります。 

また、一番恐ろしいのは伝染病の発生であります。一度、菌が牛舎内に発生すると、

人間のコロナウイルス感染同様、猛威をふるいます。牛にかかりますと、乳量の減少、

個体の移動制限があり大きな打撃を受けますし、防除に時間、手間と、当事者にとっ

ては大変な心身ともに疲れが累積します。昨年夏に発生し、完全に終了したのが今年

の２月であったと聞いております。 
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町が主体となり、農協、共済組合、家畜保健所、経営者等で組織が結成されて、そ

の対策に応援してきたとのことでございますが、予算が不足したとのことでもありま

す。 

本年も猛威が予想されていますが、これらに対して、どのような対策がとられてお

られるのか伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 秋川議員のご質問にお答えします。 

地球温暖化に伴う猛暑対策ですが、昨年は全国的な猛暑となり、当町においても気

温が上昇し、暑熱に対して非常に弱い乳牛については、乳量の低下、疾病の併発、繁

殖への影響など、経済面で多大な損失が生じていると認識しております。 

また、昨年６月に発生し、収束までに長期間を要した感染症対策につきましては、

枝幸町家畜自衛防疫組合が中心となり、検査の実施や消毒作業の取り組みを行ってま

いりましたが、収束までに時間を要したことから、検査資機材の購入費用が多額とな

っております。 

次年度以降につきましても、感染症対策に十分な資機材を確保するうえで必要とな

る予算の確保については、関係機関と協議を進めております。 

いずれにいたしましても、現状、各酪農家が飼養環境や飼養管理の改善など必要な

対策を講じているものと認識しておりますが、本年も猛暑が予想される中で、基本的

には継続して、これらの対策を進めることが重要であると考えております。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりましたので、再質問があれば許します。 

11番秋川議員。 

○11番（秋川祥雄君） 防疫対策の件でありますが、一度入ると大変なことになると

いうことでございます。 

人間がコロナウイルス感染症が発生したときには、その対策として、ワクチン注射

を打って、多い人では６回ぐらい打ったんでしょうか。そういう意味で、牛の方も、

この伝染病に対してのワクチン注射があると聞いてございます。 

しかし、頭数が頭数なだけに、例えば金額が多少であっても、全額を牛にそれを打

つということでいけば多額の費用がかかります。 

また、人間も約85％から90％の方は打ったんですけれども、中には１回打って後遺

症が出たというような方は、２回、３回と打たなかったというようなケースもござい

ますが、牛の方も、やはりそれに対する、ワクチンに対する抵抗があるようにも思い

ます。 

ただ、それをぜひ進めてほしいということは自分の方からは言えません。 

何しろ、経営者、あるいは家畜防疫組合の方々で決めることでありますから、その

辺は十分に話し合う、話し合いをして、その頃ワクチンを導入するというか、そうい

う方法も考えられるんではないかなと思います。 

ある地区においては、やはり大きな問題だということで、ワクチンを全額町が補助

するというか、助成しているというところもあるようには思いますが、あくまでも、

これは受益者がどのように判断するかを十分見極めたうえで、町として進めるのか、
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進めないのか、考えてほしいと思いますが、その点についてお聞きいたします。 

○議長（小原 仁君） 農林課長。 

○農林課長（髙瀨孝弘君） ただいまのご質問にお答えします。 

秋川議員ご指摘のとおりですね、各農家さんがですね、ワクチン接種の必要性を判

断してですね、ワクチンを接種するような形になると思いますが、要望等が多ければ

ですね、その辺はですね、町としてもですね、対応を今後検討していきたいと考えて

おります。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） 11番秋川議員。 

○11番（秋川祥雄君） おそらく、まだ猛暑が続き、そして、どんな菌が入ってくる

かわかりません。そんなようなことでいけば、当然、町の自衛防対策の人たちが、こ

れから常に緊張した対策をとらなければいけないのかなと、そんなふうに思います。 

今、課長がおっしゃったように、ワクチンについてもですね、どうぞ、生産者と十

分協議したうえで、良いものであれば、ぜひそれを活用するというような形で進めて

もらえればなと、そんなふうに思います。 

以上、質問を終わります。 

○議長（小原 仁君） それでは、２問目の秋川議員の再質問に対する回答が用意で

きたということで、答弁をさせますので、よろしくお願いします。 

農林課長。 

○農林課長（髙瀨孝弘君） 先ほどの質問についてですが、町内の酪農家で６戸の農

家でですね、ロボット牛舎が、ロボット搾乳を行われるということです。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） はい。よろしいですか。はい、これをもちまして、秋川議員

の一般質問を終わります。 

続きまして、４番徳保喜幸議員の質問を許します。 

４番徳保議員。 

（４番徳保喜幸君 登壇） 

○４番（徳保喜幸君） ４番徳保です。通告に従いまして質問をさせていただきます。 

 当町におけるいじめ等問題対策の現状。 

先の枝幸町議会臨時会において教育長任命が同意され、令和６年から３年間、小川

教育長のもとにおいて当町の教育行政が執行されることとなります。 

ぜひリーダーシップを発揮され、当町の教育環境の発展・充実に取り組んでいただ

きますようご期待を申し上げます。 

さて、先ほどの教育行政執行方針でも触れられております当町のいじめ防止政策に

ついてでありますが、令和６年２月15日開催の総務文教常任委員会で、町内の小・中

学校におけるいじめの状況について報告がありました。 

６月・11月に各学校が実施をしたアンケート調査の報告でありましたが、これは現

状を把握する目的はあると思いますが、道教委への報告のために実施されている側面

もあるのではと認識しております。 

各地において重大事案が発生するたびにいじめ防止に対する対策が改正され、国、

道教委からは新たな通達が発信され、学校及び市町村教育委員会に求められる対応も

煩雑化されていることだと思います。 
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現在は、「いじめは、いじめを受けた児童・生徒の教育を受ける権利を著しく侵害

し、その心身の健全な成長及び人格の形成に重大な影響を与えるのみならず、その生

命又は身体に重大な危険性を生じさせる恐れのあるものであり、絶対に許されない行

為です。」と規定され、学校には、いじめは、どの学校にも、どのクラスにも、どの

子どもにも起こりうるという認識のもと、組織的な対応が求められ、いじめの未然防

止、早期発見、いじめをしてはいけないという教育等が求められております。 

令和５年度宗谷管内地域いじめ問題等対策連絡協議会の基本構想では、「いじめに

悩む児童生徒ゼロに向けた取り組みの推進」をテーマに、重点推進項目として「いじ

めはどんな理由があっても許されないと考える児童生徒の育成」、「スクールカウンセ

ラー等の専門家を交えたいじめ防止の研修の推進」が求められておりましたが、本町

ではこれに対応し、どのような取り組みがあったのか伺います。 

また、各学校におけるいじめ対応支援ツール、「アセス」、「ほっと」、令和４年10月

に道教委より通知があった「コンパス」等の各種の支援ツールの活用状況にについて

伺います。 

教育行政執行方針でも、学校への支援として、専門人材を確保し、教育相談体制の

充実を図るとあります。非常に重要なことと認識をしております。 

これに伴いまして、教育総合会議がどの程度の頻度で開催されているのか伺います。 

職員の任命権者である町長と教育行政についても認識を共有することが重要である

と思いますが、教育長の所見を伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

教育長。 

（教育長小川俊輝君 登壇） 

○教育長（小川俊輝君） 徳保議員のご質問にお答えします。 

教育委員会では「いじめは絶対に許されない行為であり、どの学校でも起こりう

る。」との認識のもと、未然防止と早期発見、早期対応を基本に、いじめの解消に取

り組んでいるところです。 

はじめに、いじめは許されないと考える児童生徒の育成では、学校における道徳の

授業や学級活動において、他者の理解や多様性を認めることができる心の醸成と、い

じめ防止を粘り強く丁寧に指導しております。 

また、スクールカウンセラー等を交えたいじめ防止研修では、各学校において、ス

クールカウンセラーからの意見を参考に、指導体制のあり方や指導の仕方など道教委

研修資料を活用して行っております。 

次に、支援ツール「アセス」と「ほっと」については、児童生徒がアンケート形式

の質問に回答し、その結果に基づき、学校における適応感の測定や、コミュニケーシ

ョンスキルを客観的に測定するものであり、各学校で活用されておりますが、小規模

校では、日常生活の中で児童生徒の学校適応感などの把握が可能であるため、活用し

ていない学校もあります。 

また、いじめ対応ガイドブック「コンパス」ですが、いじめの未然防止や早期発見、

組織的対応など、具体的取り組みを示したもので、事案に応じて活用しております。

これらの支援ツールは、今後も有効に活用されるよう、教育委員会から学校へ働きか

けてまいります。 

次に、総合教育会議ですが、これまで平均年１回のペースで開催しており、教育推
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進計画の策定や学校ＩＣＴ整備など重要な案件を協議し、町長と教育委員の認識の共

有を図っています。これまで、いじめ問題を議題としたことはありませんが、今後、

重大ないじめ事案が発生した場合は、総合教育会議に諮る必要があると考えます。 

次に、教育相談体制の充実については、新年度から町民課が所管となるこども家庭

センターの開設にあたり、こども家庭支援員が配置される予定であり、その業務の一

部として、学校教育に関する各種相談業務を担っていただくこととなっております。 

このことから、町長部局と教育委員会が課題認識を共有し、緊密な連携のもと、教

育相談体制を構築してまいりたいと考えております。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 教育長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） ４番徳保です。 

まず、各学校においては、しっかり支援ツール等も活用された中で、対応がなされ

ているということでございます。 

各学校においてですね、枝幸町のいじめ防止基本方針をもとに学校におけるいじめ

防止基本方針が作成されているということだと思いますけども、児童生徒のみならず、

これは保護者にも適切な周知が必要と思うわけですけども、保護者にも十分共有がさ

れていると考えてよろしいでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（遠藤孝幸君） 議員の質問にお答えいたします。 

枝幸町においてはですね、町のいじめ防止基本方針ということでホームページに掲

載させていただいております。 

その他、学校においてはですね、各学校において基本方針、いじめ防止基本方針を

策定しており、各学校においてですね、保護者が集まる機会があったりとか、そうい

うときにはですね、防止基本方針をですね、周知させていただいているということで

対応しております。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） それでは、いじめ事案がですね、万が一認められたときです

ね、今、担当する先生が１人でそれを抱え込んでしまって、先生自身が心身に大きな

ストレスを抱えてしまうということが非常に問題視されているのかなというふうに思

いますけども、それを防止するための組織的な対応のための計画が重要と認識をして

おりますけども、枝幸町としては、どのような対応をされているか、お聞きをしたい

と思います。 

○議長（小原 仁君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（遠藤孝幸君） 議員のご質問にお答えいたします。 

いじめが発生した場合ということで、担任の先生が１人で持つということは今のと

ころございません。 

もし発生した場合はですね、いじめ対策の、学校の中で校内対策委員会というのが

ございまして、そこで皆さん、校長、教頭、関係する先生方と一緒に共有しながらで

すね、対応しているという現状でございます。 

以上でございます。 
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○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） はい、そうですね、今、いじめ対策組織っていうのが、学校

が、各学校に設置が求められておりますんで、それに伴って、しっかりと対応がなさ

れているということをお聞きして、非常に安心をしております。 

その、いじめ事案が認知されたとき、初期対応が非常に重要であるというふうに考

えますが、学校だけに任せるのではなく、特に保護者対応などをですね、教育委員会

と行政が関係して進めるということが重要かなというふうに認識をしておりますが、

そこに対する教育委員会の考え方というのはどうでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（遠藤孝幸君） 議員のご質問にお答えいたします。 

いじめの部分についてはですね、初期段階については各学校で適切に対応していた

だいてますが、中にはですね、やはり、こじれたりとかっていう部分になってくると

ですね、やっぱ、教育委員会が関わる必要があると思っております。 

教育委員会、学校が連携してですね、しっかり対応していきたいということで認識

しておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） はい。しっかりと対応していただければなというふうに思い

ます。 

残念ながら、これは学校でないですけども、保育所において、数年前に非常に残念

な事案もありましたんで、その、先生方を守る、また子供たちも、もちろんのことで

すけども、しっかりとそういう行政の対応が重要だろうなというふうに認識をしてお

りますので、お願いをしたいなというふうに思っております。 

まず、枝幸町では、その重大事案と考えられるものは発生してないですよって考え

ていいのか、不登校児童が何人かいるということを前回の定例会においても同僚議員

の方がご指摘をさせていただいておりましたけれども、そのいじめが原因で不登校に

発展しているというような案件もないのかどうか、その辺をお聞きしたいと思います。 

○議長（小原 仁君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（遠藤孝幸君） 議員のご質問にお答えいたします。 

いじめの部分でですね不登校に発展しているという部分については、今のところご

ざいません。 

すいません。重大な事案についてはですね、今のところ枝幸町としては発生してお

りません。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） 重大事案がないということで非常に安心をしました。 

後段の部分でお聞きした総合教育会議の開催事案回数の件をお聞きしたのはですね、

実は理由がありまして、この内容、実は一番聞きたかった部分だったんですけども、

小林議員の質問の中で、専門職員等の町における配置の返答が町民課の方からありま

したんで、しっかりと町としては対応できているのかなというふうな認識をしており

ます。 

ただですね、先日、常任委員会の中で図書館司書が退職されるということが報告さ

れた中の質疑の中で、必要な人材を教育委員会から町長部局の方に伝えるということ
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はできないんですかっていうふうにお聞きしたら、なかなか難しいというような返答

がありました。 

それに対して、どうも疑問があったもんですから、課長が直接町長に言えなくても、

やっぱり教育長を通してしっかりと共有をすべきことは共有すべきだろうなというふ

うに思ったもんですからお聞きしたのとですね、たまたまですね、２月21日に行われ

た宗谷管内のいじめ対策等の会議の中で、豊富高校のスクールカウンセラー等の専門

家を交えたいじめ防止の研修の事例発表の中で、中頓別教育委員会の職員さんを招い

て研修を行ったという報告がありました。 

中頓にそんな専門家がいるんだということをお聞きしまして、後日、教育局にその

方がどんな資格をお持ちなんだというのをお聞きしたら、公認心理士の資格を持った

方が中頓別の教育委員会に採用されていて、カウンセリング等の業務もしてるんだと。

そして、また、管内の他の地域でその講師として呼ばれて研修等もしているというよ

うなお話がお聞きしたもんですから、近隣町にそんな専門がいて、わが町にはと、実

は思ってて。 

これ、ここの部分を聞きたかったんですけども、枝幸としても、今年、こども家庭

センターができるのにあたって、そういう専門家の方を配置するという計画があると

いうことで、非常に安心をしているところでありますけども、その先生が、今後、し

っかりと教育委員会の学校現場とも共有をされて活躍していただける形になっている

んだと、先ほど教育長からお話がありましたけども、継続的に、小林議員の質問の時

には、町民課長の説明では、地域、地域おこし協力隊としての身分として、とりあえ

ず２年間校長先生経験者がいらっしゃると。それから、心理担当職員としては、週に

２回、１日３時間程度、スクールカウンセラーをしている方、これは道からの協力、

道教委からなのかもしれませんけども、そういった方をしっかりこの学校現場でも対

応していただけるようになっているのか、ちょっと確認をさせていただければと思い

ます。 

○議長（小原 仁君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（遠藤孝幸君） 議員のご質問にお答えします。 

スクールカウンセラーの部分についてはですね、今のこども家庭センターもそうな

んですが、道教委としてですね、スクールカウンセラーの派遣事業というのを行って

てですね、当町の学校にもですね、スクールカウンセラーが入っていただいておりま

す。その中でですね、各学校、年１回以上は入っていただいている状況です。 

スクールカウンセラーについてはですね、子どもたちの心の状態とかを把握するに

は効果があるという認識を持っておりますので、ぜひ、また引き続き対応していきた

いということと、こども家庭センターの部分もですね、ぜひ、お時間あったらですね、

ぜひ活用させていただき、いただきたいなと思っております。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） それじゃ、こども家庭センターで週に２回、１日３時間お務

めになってくれるスクールカウンセラーの身分の方と違う方も、道教委の方から派遣

してもらえますよっていうことでよろしいですか。 

○議長（小原 仁君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（遠藤孝幸君） 今、道教委の方から派遣いただいているのは、道教
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委の方で登録された方の派遣となっております。 

それで、私の押さえではですね、１名の方がこども家庭センターの方と今派遣され

てる方、兼任されてるって聞きましたので、同じ方が１人いるということで認識はし

ております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） はい、その後、スクールカウンセラー、道教委の派遣事業で

来ていただいてる方っていうのは、これまでもずっと来てもらってるっていうことで

いいんですよね。 

新しく来るってことじゃないですよね、今までも来てるっていう押さえですよね。 

昨年来、話の中で、教育相談員をしていた、していただいていた先生が退職をされ

た後、教育委員会にはそういう立場の方がいらっしゃらなかったっていう中で、こど

も家庭センターができることによって、いろんな部分でそういうことが改善されるな

というふうに思いますので、しっかりと町長部局等ですね意思の疎通をして、子ども

たちのため、またあの、その心理士の方にお願いしたいのは、子どもばっかりでなく

て、学校の先生のストレスもですね対応していただければいいかなというふうに思っ

てますけども、その辺の対応もしてもらえるという形でいいのかどうか、ちょっと確

認をさせてもらえればと思います。 

○議長（小原 仁君） 町民課長。 

○町民課長（阿部勝義君） ただいまの徳保議員のご質問にお答えをいたします。 

先ほど来申し上げましたこども家庭支援については、議員おっしゃるとおり、教育

委員会と連携をいたしまして、教育支援相談の部分も主任になっていただくことにな

ってます。 

事前の当人との話し合いの中では、やはり若い先生もいらっしゃいますし、その

方々が、どういうふうないじめに対応していいかっていうのも困ると、教頭、校長を

含めてその学校に入ってですね、そういった教師の方々の対応についても、しっかり

傾聴して、話を聞いて、アドバイスをするということでのお話も伺っておりますので、

その辺は問題ないかというふうに思っております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） はい。そういう形になるということで、そこの部分が、実は、

あの、子どもたちも重要ですが、先生たちの心のストレス解消ということの観点も非

常に重要な部分であろうというふうに捉えます。 

今回、この質問をさせていただきまして、新年度から、いろいろと安心できる部分

が多くなったなというような思いをしておりますので、しっかりと頑張っていただけ

ますようお願いをしていきたいと申し上げまして、質問を終わります。 

○議長（小原 仁君） これをもちまして、徳保議員の一般質問を終わります。 

 

◎日程第７ 陳情第１号 ～ 日程第８ 陳情第２号 

○議長（小原 仁君） 日程第７ 陳情第１号 日本国憲法の尊重・擁護に関する要

請、日程第８ 陳情第２号 食料自給率向上を政府の法的義務とすることを求める陳

情を議題といたします。 
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これらの陳情は、議長宛に送付のあった陳情書であります。内容は、お手元に配付

いたしました陳情文書表のとおりであります。 

本陳情の取り扱いについては、議会運営委員会で協議された結果、全議員に資料を

配付として処理したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、陳情第１号及び陳情第２号については、全議員に資料配付といたしま

す。 

なお、本陳情に賛同のある場合は、意見書等をもって提案願いたいと思います。 

 

◎日程第９ 同意第２号 

○議長（小原 仁君） 日程第９ 同意第２号 枝幸町固定資産評価審査委員会委員

の選任についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 同意第２号、枝幸町固定資産評価審査委員会委員の選任につ

いて、提案の内容をご説明させていただきます。 

令和６年５月８日に任期満了となります３名の方を、引き続き枝幸町固定資産評価

審査委員会委員に任命したいので、地方税法第 423 条第３項の規定により、議会の同

意を求めるものであります。 

これから申し上げます方々の経歴等につきましては、お配りしております議案参考

資料の１ページから２ページに記載しておりますので、ご参照願います。 

枝幸町固定資産評価審査委員会委員として選任申し上げます方をお一人ずつ紹介い

たします。 

お一人目は、田村信義氏でございます。田村氏は、枝幸町商工会に勤務された経験

から、商工業の事情に精通され、固定資産の実務にも携わっておりました。また、当

委員として 11 年の長きにわたり実績がある経験豊富な方でございます。 

次の方は、駒形直樹氏でございます。駒形氏は、旧歌登町の教育委員を務められ、

現在、南宗谷地区保護司会の保護司としても活躍されており、当委員としても９年の

経過、経験がある方でございます。 

次の方は、新岡央三氏でございます。新岡氏は、測量設計会社の経営者として、固

定資産に関わる知識が豊富な方で、当委員としても５年の経験がある方でございます。 

以上３名の方々につきまして、枝幸町固定資産評価審査委員会委員として適任者と

確信しておりますので、ご審議のうえ、ご同意くださいますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

人事案件でありますので、会議規則等運用例規程第 50 条の規定により、討論を省
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略したいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって討論を省略します。 

これより、同意第２号について採決いたします。 

採決の方法については、人事案件であること、また３名一括の提案でありますので、

議会運営委員会において協議された結果により、３名の方を一括して挙手により採決

したいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって、採決方法は、３名の方を

一括して挙手により採決することに決定されました。 

お諮りいたします。同意第２号について、原案のとおり同意することに賛成の方は、

挙手を願います。 

（挙手） 

○議長（小原 仁君） 挙手多数（11 名中 10 名）と認めます。 

したがって、同意第２号、枝幸町固定資産評価審査委員会委員の選任については、

原案のとおり、田村信義氏、駒形直樹氏、新岡央三氏の３名の方を同意することに決

定されました。 

 

◎日程第１０ 同意第３号 

○議長（小原 仁君） 日程第 10 同意第３号、枝幸町農業委員会委員の任命につ

いてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

村上町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 同意第３号 枝幸町農業委員会委員の任命について、提案の

内容をご説明させていただきます。 

令和６年４月 29 日をもって任期満了となります枝幸町農業委員会委員に次の方を

任命したいので、農業委員会等に関する法律第８条第１項の規定により、議会の同意

を求めるものであります。 

枝幸町農業委員会の委員として任命したい方は、地区・全域からの推薦がありまし

た平田勝一郎氏、榊原和也氏、高橋壮冶氏、吉田明彦氏、田中美代子氏、渡邊博文氏、

関口真也氏、寺前吉幸氏、諏訪 隆氏、重松良平氏、柴田孝樹氏、団体からの推薦が

ありました向井地信之氏であります。 

候補者 12 名のうち９名が認定農業者及び準ずる者として農業に従事され、ご活躍

されております。 

なお、ご提案申し上げました候補者 12 名は、農業者からの信頼も厚く、農業委員

として適任であり、また、利害関係を有しない者を含み、年齢、性別ともに著しい偏

りが生じないよう配慮をしております。 

個人の経歴等につきましては、議案関係参考資料の３ページから９ページに記載を

しておりますので、後ほど、お目通しいただきたいと思います。 
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以上 12 名の方々は、その豊富な経験と知識を生かしながら、様々な農業委員活動

を堅実に進めていただけるものと期待をしており、農業委員として適任者と確信して

おりますので、ぜひともご同意くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

人事案件でありますので、会議規則等運用例規程第 50 条の規定により、討論を省

略したいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって討論を省略いたします。 

これより、同意３号についてを採決いたします。 

採決の方法については、人事案件であること、また 12 名一括の提案でありますの

で、議会運営委員会において協議された結果により、12 名の方を一括して挙手によ

り採決したいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって、採決方法は、12 名の方

を一括して挙手により採決することに決定されました。 

お諮りいたします。同意第３号については、原案のとおり同意することに賛成の方

は、挙手を願います。 

（挙手） 

○議長（小原 仁君） 挙手多数（11 名全員）と認めます。 

したがって、同意第３号 枝幸町農業委員会の任命については、原案のとおり、地

区・全域からの推薦の平田勝一郎氏、榊原和也氏、高橋壮冶氏、吉田明彦氏、田中美

代子氏、渡邊博文氏、関口真也氏、寺前吉幸氏、諏訪 隆氏、重松良平氏、柴田孝樹

氏、団体からの推薦の向井地信之氏の 12 名の方を同意することに決定されました。 

 

◎日程第１１ 同意第４号 

○議長（小原 仁君） 同意第４号 枝幸町教育委員会委員の任命についてを議題と

いたします。 

提案理由の説明を求めます。 

村上町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 同意第４号 枝幸町教育委員会委員の任命について、提案の

内容をご説明させていただきます。 

令和６年５月８日をもって任期満了となります次の方を、引き続き枝幸町教育委員

会委員に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の

規定により、議会の同意を求めるものであります。 

これから申し上げます方の経歴等については、議案参考資料に記載しておりますの
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で、ご参照願います。 

では、枝幸町教育委員会委員として任命申し上げます方は、成澤英樹氏でございま

す。住所及び生年月日は議案記載のとおりで、任期は４年間となります。 

令和４年５月から教育委員として２年の実績があり、引き続き任命をお願いするも

のであります。 

成澤氏は、長年、社会教育分野に携わってこられた経験があり、今後の教育全般の

あり方について貴重なご提言をいただけるものと期待しております。 

以上、教育委員会委員として適任者と確信しておりますので、ぜひともご同意くだ

さいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

人事案件でありますので、会議規則等運用例規程第 50 条の規定により、討論を省

略したいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって討論を省略いたします。 

これより、同意第４号について採決をいたします。 

採決の方法については、人事案件でありますので、議会運営委員会において協議さ

れた結果により、挙手により採決したいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって、採決方法は、挙手により

採決することに決定されました。 

お諮りいたします。同意第４号について、原案のとおり同意することに賛成の方は、

挙手を願います。 

（挙手） 

○議長（小原 仁君） 挙手多数（11 名全員）と認めます。 

したがって、同意第４号 枝幸町教育委員の任命については、原案のとおり、成澤

英樹氏を同意することに決定されました。 

 

◎日程第１２ 議案第３号 

○議長（小原 仁君） 日程第 12 議案第３号 枝幸町職員定数条例の一部を改正

する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長神尾尚人君 登壇） 

○総務課長（神尾尚人君） 議案書５ページです。 

議案第３号 枝幸町職員定数条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町職員定数条例の一部を改正条例を次のとおり制定する。 



- 59 - 

 

令和６年３月６日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。本条例は、地方自治法などの規定に基づき、一般

職の職員の定数に関し必要な事項を定めるものであります。 

平成 18 年の新枝幸町誕生時に制定した本条例で定める職員の定数は、総数で 330

人となっておりますが、これまでの間、行革等により職員数が減少しており、現状と

大きく乖離していること、また、令和６年度からの簡易水道事業の企業会計への移行

に合わせて、現状と将来の数値目標を鑑みて、事務部局の区分と定数を変更するため、

所要の改正を行うものであります。 

条例改正案の内容につきましては、別冊の議案関係参考資料によりご説明申し上げ

ます。11 ページをお開きください。 

右側が改正後ですが、第１条の趣旨中、農業委員会等に関する法律の適用する条項

の改正により、第 20 条第２項を第 26 条第２項に改めます。 

第２条の定数は、12 ページの別表を削除し、これまで別表で規定していた事務部

局の区分と定数を条文内に列挙するもので、第１号、町長の事務部局の職員 159 人、

第２号、議会事務局の職員２人、第３号農業委員会事務局の職員３人、第４号教育委

員会事務局の職員 27 人、第５号、病院事業の職員 90 人、第６号、水道事業及び下水

道事業の職員 10 人に改めます。 

改正前の町長の事務部局の職員には、地方公営企業法が一部適用の病院事業の職員

も含まれておりましたが、定員管理の観点から区分を分けております。また、改正前

の企業公営、地方公営企業関係職員は、水道事業等の職員ですが、冒頭で説明しまし

た簡易水道事業の企業会計移行に伴い定数を増としております。 

なお、総数では 291 人となり、改正前から約 40 人の減となります。 

第４条、職員定数の配分の改正は、第２条などの改正に伴うもので、第５条には、

定数の特例として、町長は、事務量の増加又は事務の配分等により必要があると認め

るときは、第２条に定める職員定数の総数の範囲内で、当該事務局、事務部局の職員

の定数を超えて職員を増員することができることを新たに規定し、事務の状況に応じ

た職員の配置を柔軟に行うことを可能としております。 

12 ページに移りまして、附則として、この条例は、令和６年４月１日から施行す

るとしております。 

以上、議案第３号の内容説明とさせていただきました。よろしくご審議賜りますよ

う、お願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第３号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 
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（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第３号 枝幸町職員定数条例の一部を改正する条例については、

原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１３ 議案第４号 

○議長（小原 仁君） 日程第 13 議案第４号 枝幸町職員の育児休業等に関する

条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

（総務課長神尾尚人君 登壇） 

○総務課長（神尾尚人君） 議案書６ページをお開き願います。 

議案第４号 枝幸町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。

令和６年３月６日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。本条例は、地方公務員の育児休業等に関する法律

の規定に基づき、職員の育児休業等に関し必要な事項を定めるものであります。 

後ほど、議案第５号、第６号でご説明しますが、令和２年度から制度を運用してい

る会計年度任用職員には、国の運用と同様に期末手当を支給しておりますが、地方自

治法の改正等に伴い、令和６年度から支給が可能となった勤勉手当について、これま

で対象から除外されていた育児休業中の会計年度任用職員に支給するため、所要の改

正を行うものであります。 

条例改正案の内容につきまして、別冊の議案関係参考資料によりご説明申し上げま

す。13 ページをお開きください。 

右側が改正後ですが、第８条、育児休業をしている職員の期末手当等の支給の第２

項中、会計年度任用職員に係る除外規定を削除します。 

第９条は、第８条で削除した箇所に含まれていた地方公務員法の法律番号を追加す

るものであります。 

附則として、この条例は、令和６年４月１日から施行するとしております。 

以上、議案第４号の内容説明とさせていただきます。よろしくご審議賜りますよう、

お願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第４号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 
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（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４号 枝幸町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する

条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１４ 議案第５号 ～ 日程第１５ 議案第６号 

○議長（小原 仁君） 日程第 14 議案第５号 枝幸町パートタイム会計年度任用

職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について。日

程第 15 号 議案第６号 枝幸町フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例についてを議題といたします。 

以上の２件は関連がありますので、一括議案として審議したいと思いますが、一括

議案とすることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５号及び議案第６号の２件の議案は、一括議案として決定する

ことにいたしました。 

提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

（総務課長神尾尚人君 登壇） 

○総務課長（神尾尚人君） 議案第５号、議案第６号について、一括提案の説明を申

し上げます。 

議案書第、失礼しました。議案書７ページをお開き願います。 

議案第５号 枝幸町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和６年３月６日提出 枝幸町長。 

続きまして８ページです。 

議案第６号 枝幸町フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例について。 

枝幸町フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を次

のとおり制定する。 

令和６年３月６日提出 枝幸町長。 

この２件の条例改正について提案理由の説明を申し上げます。 

先ほど、議案４号でも、議案第４号でもご説明いたしましたが、令和２年度から制

度を運用している会計年度任用職員について、地方自治法の改正等に伴い、これまで

の期末手当に加え、令和６年度から勤勉手当を支給するため、所要の改正を行うもの

であります。 

なお、この改正により、期末・勤勉手当とも、常勤職員と同様の支給率となります。 

それでは、条例改正案の内容につきまして、別冊の議案関係参考資料でご説明申し

上げます。14 ページであります。 

最初に、議案第５号、枝幸町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び
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費用弁償に関する条例であります。 

右側が改正後ですが、題名中、期末手当の次に勤勉手当を加えます。 

第１条の趣旨中、期末手当の次に勤勉手当を加え、第８条、期末手当の第１項第１

号中、以下を、次号においてこれらの費用に改めます。 

15 ページに移りまして、第８条の次に、勤勉手当について規定する第８条の２を

新たに加えますが、第１項では、常勤職員に関する給与条例第 21 条の例により、勤

勉手当を支給すること。第２項では、前条、第８条の期末手当の規定は、パートタイ

ム会計年度任用職員の勤勉手当の支給について準用することと、この場合においての

読み替え規定を規定するものであります。 

附則でありますが、この条例は、令和６年４月１日から施行するとしております。 

続きまして 16 ページです。 

議案第６号、枝幸町フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例です。 

第３条、給料の第１項中、アンダーライン部分に勤勉手当を加えます。 

次に、勤勉手当について規定する第９条の２を新たに加えますが、第１項では、常

勤職員に関する給与条例第 21 条の例により、任期の定めが６ヶ月以上のものに限り

勤勉手当を支給すること。第２項では、前項の場合において、任期の定めが６ヶ月に

満たないフルタイム会計年度任用職員の１会計年度内における任期の合計が６ヶ月以

上に至ったときは、当該フルタイム会計年度任用職員は、当該会計年度において、前

項に規定する任期の定めが６ヶ月以上のフルタイム会計年度任用職員とみなす旨を規

定するものであります。 

附則でありますが、こちらも、この条例は、令和６年４月１日から施行するとして

おります。 

以上、議案第６号、議案、失礼しました。議案第５号、議案第６号の内容説明とさ

せていただきます。 

よろしくご審議賜りますよう、お願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第５号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５号 枝幸町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当

及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決され

ました。 

○議長（小原 仁君） 続いて、議案第６号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ
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んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６号 枝幸町フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例

の一部を改正する条例については、原案のとおり可決されました。 

もう、だいぶ１時間以上経っておりますので、16 時まで休憩といたします。 

休憩 午後３時４４分 

再開 午後４時００分  

 

◎日程第１６ 議案第７号 

○議長（小原 仁君） 休憩を解き、会議を再開いたします。 

日程第 16 議案第７号 枝幸町長等の損害賠償責任の一部の免責に関する条例等

の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

（総務課長神尾尚人君 登壇） 

○総務課長（神尾尚人君） 議案書９ページであります。 

議案第７号 枝幸町長等の損害賠償責任の一部の免責に関する条例等の一部を改正

する条例について。 

枝幸町長等の損害賠償責任の一部の免責に関する条例等の一部を改正する条例を次

のとおり制定する。 

令和６年３月６日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。本年４月１日から施行される地方自治法の一部改

正による条の追加に伴い、枝幸町長等の損害賠償責任の一部の免責に関する条例など

３件の条例で引用している同法の条にずれが生じることから、引用部分の改正を行う

ものであります。なお、３件とも条例自体の内容について変更はありません。 

改正条例案の内容につきまして、別冊の議案関係参考資料によりご説明申し上げま

す。なお、本条例は、３条例を一括改正する整備条例となっております。 

17 ページをお開きください。第１条は、枝幸町長等の損害賠償責任の一部の免責

に関する条例の一部改正で、右側が改正後ですが、第１条中、アンダーライン部分の

第 243 条の２第１項を、第 243 条の２の７第１項に、法第 243 条の２の２第３項を、

法第 243 条の２の８第３項に、第２条中、法第 243 条の２第１項を、法第 243 条の

２の７第１項に、地方自治法施行令第 173 条第１項第１号を第 173 条の４第１項第

１号に改めます。 

18 ページに移りまして、第２条は、枝幸町水道事業及び下水道事業の設置等に関

する条例の一部改正ですが、第５条中、アンダーライン部分の第 243 条の２第８項を、

第 243 条の２の８第８項に改めます。 

19 ページをお開き願います。第３条は、枝幸町国民健康保険病院事業等の設置に

関する条例の一部改正ですが、第４条中、アンダーライン部分の第 243 条の２第８項

を、第 243 条の２の８第８項に改めます。 

附則として、この条例は、令和６年４月１日から施行するとしております。 

以上、議案第７号の内容説明とさせていただきます。よろしくご審議賜りますよう、
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お願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

本案につきましては、地方自治法第 243 条の２の第２項の規定により、地方公共団

体の議会は、本案を議決しようとするときは、あらかじめ監査委員の意見を聴かなけ

ればならないと定められています。 

そのことから、私の方で、あらかじめ、文書により監査委員の意見を求めておりま

す。監査委員から意見回答をいただき、その回答文書を事務局よりお配りいたします

ので、暫時休憩のうえ、着席のままお待ちください。 

休憩 午後４時０５分 

再開 午後４時０８分  

○議長（小原 仁君） 休憩を解き、会議を再開いたします。 

ただいまお配りいたしました意見回答文書については、お目通しいただけたものと

思います。意見回答は、本案については異議ありませんということであります。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第７号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第７号、枝幸町長等の損害賠償責任の一部の免責に関する条例等

の一部を改正する条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１７ 議案第８号 

○議長（小原 仁君） 日程第 17 議案第８号 枝幸町港湾審議会設置条例等の一

部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課参事。 

（総務課参事城澤篤人君 登壇） 

○総務課参事（城澤篤人君） 議案書 10 ページをお開き願います。 

議案第８号 枝幸町港湾審議会設置条例等の一部を改正する条例について。 

枝幸町港湾審議会設置条例等の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和６年３月６日 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。当町では、第２次行財政改革大綱前期実施計画に

基づき、令和５年４月１日から各種審議会等委員定数及び報酬の見直しを行うことと

しており、報酬の、報酬に関しては、令和４年 12 月定例会にて、枝幸町特別職の職

員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正する条例のご議決をい
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ただいております。 

委員定数においては、その改選期に合わせて、適宜、所管課において関係条例の改

正を行っているところでありますが、今回、改正条例が複数となり、また、それぞれ

の条例の改正箇所が委員定数のみである、ありますので、６条例を一括改正する条例

として、ご提案するものであります。 

改正条例の内容につきましては、議案本文にてご説明申し上げますので、該当条文

の全文をご確認いただく場合には、別冊の議案関係参考資料 20 ページからをご参照

するようお願いいたします。 

改めて議案書 10 ページをご覧いただきたいと思います。 

第１条は、枝幸町港湾審議会設置条例の第３条の港湾審議会委員の定数を 10 人以

内から８人以内に、第２条は、枝幸町社会教育委員設置条例第２条の社会教育委員の

定数を 12 人から、12 人以内から 10 人以内に、第３条は、枝幸町立図書館条例第５

条第３項の図書館協議会委員の定数を６人以内から５人以内に、第４条は、枝幸町文

化財保護条例第４条第２項の文化財保護委員会委員の定数を 10 人以内から８人以内

に、第５条は、枝幸町まち・ひと・しごと創生総合戦略有識者会議設置条例第３条第

１項の、まち・ひと・しごと創生総合戦略有識者会議委員の定数を 15 人以内から 12

人以内に、第６条は、枝幸町公営住宅管理条例第９条の２第２項の公営住宅入居者選

考委員会委員の定数を 10 人以内から８人以内にそれぞれ改めるものでございます。 

附則では、第１条、第１条の港湾審議会の委員の定数は、改正規定は令和６年４月

１日から、第２条の社会教育委員、第３条の図書館協議会委員、第４条の文化財保護

委員会委員の定数の改正規定は令和６年５月１日から、第５条のまち・ひと・しごと

創生総合戦略有識者会議委員の定数の改正規定は令和６年６月１日から、６条の公営

住宅入居者選考委員会委員の定数の改正規定は令和６年９月１日から施行することと

しております。 

以上、議案第８号の内容説明とさせていただきます。よろしくご審議賜りますよう、

お願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第８号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第８号、枝幸町港湾審議会設置条例等の一部を改正する条例につ

いては、原案のとおり可決されました。 

 



- 66 - 

 

◎日程第１８ 議案第９号 

○議長（小原 仁君） 日程第 18 議案第９号 枝幸町特定教育・保育施設及び特

定地域型保育事業の運営の基準等に関する条例の一部を改正する条例についてを議題

といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

町民課参事。 

（町民課参事三浦淳史君 登壇） 

○町民課参事（三浦淳史君） 議案書の 11 ページでございます。 

議案第９号 枝幸町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準等に

関する条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営運営の基準等に関する条

例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和６年３月６日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。デジタル化の推進に伴い、国の特定教育・保育施

設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準

が一部改正されたことに伴い、認定こども園や保育所等における重要事項の掲示方法

について、書面による掲示に加え、インターネットによる掲示も義務付けられたこと

によりまして、所要の改正を行うものであります。 

改正条文の読み上げにつきましては省略させていただき、議案関係参考資料により

改正内容を説明させていただきます。 

議案関係参考資料の 26 ページをご覧ください。 

右側、改正の第 23 条の表題を掲示等に改め、上から５行目、重要事項の後の文言

を改正いたします。 

次のページをご覧くだください。第 53 条第２項第２号、一番上になります、の改

正につきましては、技術、中立性を明らかにする観点から、左側、現行のですね、磁

気ディスク等、磁気ディスク等の媒体名を示さない形であります磁気的記録媒体に改

め、文言の適正化を図る改正であります。 

附則として、この条例は、公布の日から施行する。ただし、第 23 条の改正は、令

和６年４月１日から施行するとしております。 

以上大変簡単ではございますが、議案第９号の提案内容の説明とさせていただきま

すので、よろしくご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申しあげます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第９号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 
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（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第９号 枝幸町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

営の基準等に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決されま

した。 

 

◎日程第１９ 議案第１０号 

○議長（小原 仁君） 日程第 19 議案第 10 号 枝幸町こども家庭センター条例に

ついてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

町民課参事。 

（町民課参事三浦淳史君 登壇） 

○町民課参事（三浦淳史君） 議案書の 12 ページでございます。 

議案第 10 号 枝幸町こども家庭センター条例について。 

枝幸町こども家庭センター条例を次のとおり制定する。 

令和６年３月６日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。児童、子育て世帯、妊産婦等の相談支援を行う枝

幸町こども家庭センターを令和６年４月１日から開設するための条例であります。 

条例案の内容につきましては、議案の条文に沿ってご説明申し上げます。 

第１条は、家庭センターの、こども家庭センターの設置について定めており、児童

福祉と母子保健の一体的な支援を行う施設として設置することを規定しています。 

第２条は、施設の名称及び位置について定めており、名称を、枝幸町こども家庭セ

ンター、位置を、枝幸町三笠町 772 番地 12 と規定しています。 

第３条は、こども家庭センターが行う事業について定めており、安心して子どもを

産み育てることができる、子どもが健やかに成長できることを実現するため、第１号

から第７号までの事業を行うことを規定しております。 

附則として、この条例は、令和６年４月１日から施行するとしています。 

以上、大変簡単ではございますが、議案第 10 号の提案内容の説明とさせていただ

きますので、よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） ４番徳保です。 

第１条に、児童、子育て世帯及び妊産婦等を対象にということで書かれてますが、

先ほど来、私の一般質問等でも何度か出てたとおり、この子どもセンターが、家庭セ

ンターが、子育てに有効に考えられているということでありますけども、この児童と

いう部分しか出てないのですけども、この児童っていう範疇を何歳から何歳までって

規定しているのか、ちょっとその確認だけですけども、お願いします。 

○議長（小原 仁君） 町民課参事。 

○町民課参事（三浦淳史君） ただいまの議員のご質問にお答えを、ただいまの徳保

議員の質問にお答えをさせていただきます。 
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児童の規定でございますが、これ児童福祉法で定められている児童ということで、

０歳から 18 歳、一部、支援の必要な方につきましては、20 歳に達する日までという

ことで考えてございます。 

また、子育て世帯及び妊産婦等でございますので、児童の他に、保護者、家庭、関

係するところも含んでいるということでございます。 

以上でございます。 

○４番（徳保喜幸君） わかりました。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。はい、他にございませんか。 

これで質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより、議案第 10 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 10 号 枝幸町こども家庭センター条例については、原案のと

おり可決されました。 

 

◎日程第２０ 議案第１１号 

○議長（小原 仁君） 日程第 20 議案第 11 号 枝幸町南宗谷子ども通園センター

条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

町民課参事。 

（町民課参事三浦淳史君 登壇） 

○町民課参事（三浦淳史君） 議案書の 13 ページでございます。 

議案第 11 号 枝幸町南宗谷子ども通園センター条例の一部を改正する条例につい

て。 

枝幸町南宗谷子ども通園センター条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和６年３月６日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。現在、枝幸町保健福祉センター内で運営していま

す南宗谷子ども通園センターを、議案第 10 号でご説明いたしました枝幸町こども家

庭センターと令和６年４月１日より同じ建物内に移転するため、住所を変更する改正

であります。 

改正条文の読み上げにつきましては省略させていただき、議案関係参考資料により

改正内容を説明させていただきます。 

議案関係参考資料の 28 ページをご覧ください。 

左側、現行の第２条第２号の位置を改正後は、枝幸町三笠町 772 番地 12 に改正い

たします。 

附則として、この条例は、令和６年４月１日から施行するとしています。 

以上、大変簡単ではございますが、議案第 11 号の提案内容の説明とさせていただ
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きますので、よろしくご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 11 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 11 号 枝幸町南宗谷子ども通園センター条例の一部を改正す

る条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２１ 議案第１２号 

○議長（小原 仁君） 日程第 21 議案第 12 号 枝幸町子ども会館条例を廃止する

条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

町民課参事。 

（町民課参事三浦淳史君 登壇） 

○町民課参事（三浦淳史君） 議案書の 14 ページでございます。 

議案第 12 号 枝幸町子ども会館条例を廃止する条例について。 

枝幸町子ども会館条例を廃止する条例を次のとおり制定する。 

令和６年３月６日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。枝幸町子ども会館を、議案第 10 号でご説明いた

しました枝幸町こども家庭センターの地域交流スペース、リスの広場として、令和６

年４月１日から機能を集約化することに伴い、今月末をもって廃止するものでありま

す。 

条例案の内容につきましては、議案の条文に沿ってご説明申し上げます。 

枝幸町子ども会館条例（平成 18 年条例第 101 号）は、廃止する。 

附則として、この条例は、令和６年４月１日から施行するとしています。 

以上、大変簡単ではございますが、議案第 12 号の提案内容の説明とさせていただ

きますので、よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
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（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 12 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 12 号 枝幸町子ども会館条例を廃止する条例については、原

案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２２ 議案第１３号 

○議長（小原 仁君） 日程第 22、議案第 13 号、枝幸町国民健康保険税条例の一部

を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課参事。 

（保健福祉課参事米津功司君 登壇） 

○保健福祉課参事（米津功司君） 議案書の 15 ページをお開きください。 

議案第 13 号 枝幸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和６年３月６日提出 枝幸町長。 

提案理由を申し上げます。国保制度は、道が財政運営の責任主体を担い、町村は、

事業費等納付金及び標準保険料率などをもとに保険税率を定めております。 

この度の改正は、令和６年度の保険税率の改正をお願いするものでございます。 

一部改正の内容につきましては、別冊の議案関係参考資料をでご説明させていただ

きます。 

議案関係参考資料の 29 ページをお開きください。 

第３条では、医療給付分のにかかる所得割額の乗率 100 分の 6.4 を 1.3 引き上げ、

100 分の 7.7 に改めるものでございます。 

第５条では、医療給付分のにかかる均等割額２万 6,000 円を 600 円引き上げ、２

万 6,600 円に改めるものでございます。 

第５条の２第１号では、医療給付分に係る平等割額３万 1,000 円を 1,500 円引き

下げ、２万 9,500 円に、同条第２号の特定世帯では１万 5,500 円を１万 4,750 円に、

同条第３号の特定継続世帯では２万 3,250 円を２万 2,125 円に改めるものでござい

ます。 

第６条では、後期高齢者支援金分に係る所得割額の乗率 100 分の 0.2 を 0.4 引き

上げ、100 分の 2.4 に改めるものでございます。 

第７条の２では、後期高齢者支援金分に係る均等割額 7,000 円を 500 円引き上げ、

7,500 円に改めるものでございます。 

第７条の３第１号では、後期高齢者支援金分にかかる平等割額 6,000 円を 1,500

円引き上げ、7,500 円に、同条第２号の特定世帯では 3,000 円を 3,750 円に、同条

第３号の特定継続世帯では 4,500 円を 5,625 円に改めるものでございます。 

第８条は、介護納付金に係る所得割額の乗率 100 分の 1.4 を 0.3 引き上げ、100
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分の 1.7 に改めるものでございます。 

第９条の２では、介護納付金分に係る均等割額 7,000 円を 500 円引き上げ、7,500

円に改めるものでございます。 

31 ページをお開きください。国民健康保険税の減額、第 23 条第１項の改正であり

ますが、32 ページ、第１項、アからオは均等割額及び平等割額の７割軽減に係る規

定の改正であります。 

33 ページをお開きください。第２号、アからオは均等割額及び平等割額の５割軽

減に係る規定の改正、34 ページ、第３号、アからオは均等割額の、均等割額及び平

等割額の２割軽減に係る規定の改正でございます。 

35 ページをお開きください。第２号、アからオは均等割額及び平等割額の５割軽

減に係る規定の改正、34 ページ、第３号、アからオは均等割額及び平等割額の２割

軽減に係る規定の改正でございます。 

35 ページをお開きください。未就学児に係る減額、第 23 条２項の改正であります

が、第１号は、医療給付分に係る均等割額の軽減であり、アは７割軽減の均等割額、

イは５割軽減後の均等割額、ウは２割軽減後の均等割額、エは軽減適用のない世帯の

均等割額にかかる規定での改正でございます。 

２号は、後期高齢者支援金分のにかかる均等割額の軽減であり、アは７割軽減後の

均等割額、イは５割軽減後の均等割額、ウは２割軽減後の均等割額、エは軽減適用の

ない世帯の均等割額に係る規定の改正でございます。 

最後に、35 ページ下段から 36 ページにかけての附則でございますが、施行期日、

第１項、この条例は、令和６年４月１日から施行する。適用区分、第２項、改正後の

枝幸町国民健康保険税条例の規定は、令和６年度以降の年度分の国民健康保険税につ

いて適用し、令和５年分のまでの国民健康保険税については、なお従前の例によると

してございます。 

以上、大変雑駁ではございますが、議案第 13 号の提案理由及び内容の説明とさせ

ていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） ５番野口です。 

確認、確認ですが、この条例改正が行われた場合ですね、先日、常任委員会で説明

された、先ほど私の一般質問でもありましたけども、ちょっと、この条例を見ると一

部金額が低く安くなっている部分もあるんですけれども、最終的には、要するに所得

300 万であれば５万 6,700 円の増額、100 万であれば４人世帯で１万 4,000 円の増

額、所得 43 万以下であれば 1,620 円増額というふうになるという改正案でいいのか、

それをちょっと確認させてください。 

○議長（小原 仁君） 保健、保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（米津功司君） 議員の質問にお答えいたします。 

議員おっしゃるとおりですね、そのような改正になってますので、よろしくお願い

いたします。 
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○議長（小原 仁君） 他にございませんか。はい。これで質疑なしと認めます。こ

れで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい。私は、この議案に対して、反対の立場で討論を行いた

いと思います。 

先ほど、私、一般質問でも話したとおりです。 

地方自治体の本旨は福祉の増進にあるというのは旨でありますので、この議案をと

おしてしまうと、これは完全に福祉のマイナスになるのではないかというふうに私は

考えます。 

それに、これだけの金額を増額するための審議が尽くされたかというと、まだ尽く

されていないのではないかというような考えを持ちますので、この議案については反

対の立場で討論します。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） 賛成討論ございますか。特にありませんか。 

それでは採決に移らせていただきます。 

それでは、賛成挙手により採決を行います。賛成討論の皆さんの、賛成の皆さんの

挙手を求めます。 

（挙手） 

○議長（小原 仁君） 挙手多数（賛成 10 名、反対１名）と認めます。 

それでは、これより、議案第 13 号についてを採決いたします。 

ただいま、賛成の決定をいただきましたので、本案については、原案のとおり決定

することにいたしました。 

したがって、議案第 13 号 枝幸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例につ

いては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２３ 議案第１４号 

○議長（小原 仁君） 日程第 23 議案第 14 号 枝幸町保健福祉センター条例の一

部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課長。 

（保健福祉課長有賀博輝君 登壇） 

○保健福祉課長（有賀博輝君） 議案書の 17 ページをお開きください。 

議案第 14 号 枝幸町保健福祉センター条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町保健福祉センター条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和６年３月６日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。現在、保健福祉センター内で運営している南宗谷

地域子ども通園センターが、４月より、こども家庭センターに移転されることに伴い、

保健福祉センター条例の一部に改正が必要になったことから、提案するものでござい

ます。 

一部改正の内容につきましては、別冊の議案関係参考資料により説明させていただ

きます。 
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議案関係参考資料の 37 ページをお開きください。 

左側の現行をご覧ください。上段の第３条の第６号で、移転に伴い、南宗谷地域子

ども通園センターの部分を削除するものでございます。 

第 10 条では、南宗谷地域子ども通園センターの運営管理の条文があることから、

条を、全条の全文を削除するものでございます。 

次に、右側の改正後をごらんください。中段第 11 条第８号を追加するもので、南

宗谷地域子ども通園センターで使用していた居室を多目的室として使用するための改

正でございます。 

改正後の第 12 条以降につきましては、第 10 条を削除したことに伴う条の繰り上げ

による改正及び文言の修正でございます、修正による改正でございます。 

39 ページ中段の付則でございますが、第１項で、施行期日、この条例は、令和６

年４月１日から施行する、施行すると定め、第２項で、不利益が生じないよう経過措

置を定めています。 

以上大変雑駁ではございますが、議案第 14 号の提案理由及び内容の説明とさせて

いただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

５番、失礼、６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。 

多目的室となるということで、どのような方が、どのような目的で使うような部屋

になるのか、何かイメージがあれば教えていただければ。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（有賀博輝君） ただいまの質問にお答えいたします。 

多目的、多目的室につきましては、後ほど、老人福祉センターの改正、はい、閉鎖

についても、提案させていただくんですけども、そういう方を、その方、老人福祉セ

ンターを使用された方も使えますし、一般的にどなたでも使えるように多目的室とし

て整備するものでございます。 

以上です。 

○６番（小林正浩君） わかりました。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。他にございませんか。はい。他に質疑はな

いということで、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 14 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 14 号 枝幸町保健福祉センター条例の一部を改正する条例に
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ついては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２４ 議案第１５号 

○議長（小原 仁君） 日程第 24 議案第 15 号 枝幸町介護保険条例の一部を改正

する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課長。 

（保健福祉課長有賀博輝君 登壇） 

○保健福祉課長（有賀博輝君） 議案書の 18 ページをお開きください。 

議案第 15 号 枝幸町介護保険条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町介護保険条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和６年３月６日提出 枝幸町長。 

提案、提案理由の説明を申し上げます。令和６年度は、全国一斉に行われる高齢者

福祉計画及び介護保険事業計画を改定する年でありまして、第９期目となる令和６年

度から令和８年度までの３ヶ年の計画がまもなく完成する見込みであります。 

本計画では、３年間の計画期間内で財源不足が生じないよう、サービス見込量に対

する財源として、市町村条例で定める第１号被保険者の介護保険料を確保する必要が

ありますが、当町では、第５段階の月額基準額を 5,500 円から 5,200 円と 300 円減

額するとともに、介護保険準備基金を活用しながら、第９期計画期間の介護保険事業

を円滑に運営するため、本条例の一部を改正するものでございます。 

一部改正の内容につきましては、別冊の議案関係参考資料により説明させていただ

きます。 

議案関係参考資料の 40 ページをお開きください。 

第２条第１項では、令和３年度から令和５年度を、令和６年度から令和８年度に改

めるものでございます。 

第１号は、所得段階が、第１段階の被保険者の年額保険料で、３万 3,000 円を改正

後は２万 8,300 円に改めるものでございます。 

第２号は、第２段階の保険料を、４万 9,500 円を４万 2,700 円に改め、第３号は、

第３段階の保険料を、４万 9,500 円を４万 3,000 円に、第４号は、第４段階の保険

料を、５万 9,400 円、５万 9,400 円を５万 6,100 円に、第５号は、第５段階の保険

料を、６万 6,000 円を６万 2,400 円に、第６号は、第６段階の保険料を、７万

9,200 円を７万 4,800 円に、第７号は、第７段階の保険料を、８万 5,800 円を８万

1,100 円に、第８号は、第８段階の保険料を、９万 9,000 円を９万 3,600 円に、第

９号は、第９段階の保険料 11 万 2,200 円を 10 万 6,000 円にそれぞれ改めるもので

ございます。 

第 10 号から第 13 号は、国の介護保険法施行令の改正により、令和５年度までは９

段階だったものが、令和６年度からは 13 段階に関する改正されることから、第 10 号

の第 10 段階の保険料を 11 万 8,500 円、第 11 号の第 11 段階の保険料を 13 万

1,000 円、第 12 号の第 12 段階の保険料を 14 万 3,500 円、第 13 号の第 13 段階の

保険料を 14 万 9,700 円にするものでございます。 

第３項の改正は、所得段階が第１段階の軽減に関する保険料ですが、第１項の規定

と同様に年度を改め、軽減後の保険料１万 9,800 円を改正後は１万 7,700 円に改め
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るもので、第１項第１号の保険料は、２万 8,300 円が１万 7,700 円となり、１万

600 円軽減されるものでございます。 

第４項は、第２段階の方の軽減後の保険料ですが、前項の規定と同様に年度を改め、

第３項の規定を準用するため、１万 9,800 円を１万 7,700 円に改め、軽減後の保険

料を、３万 3,000 円を改正後は３万 200 円に改めるものでございます。読み替え規

定のためわかりづらいですが、第１項第２号の保険料４万 2,700 円が３万 200 円と

なり、１万 2,500 円軽減されるものでございます。 

41 ページの第５項は、第３段階の方の軽減後の保険料ですが、こちらも年度を改

め、第３項の規定を準用するため、１万 9,800 円を１万 7,700 円に改め、軽減後の

保険料４万 6,200 円を改正後は４万 2,700 円に改め、改めるもので、第１項第３号

の保険料４万 3,000 円が４万 2,200 円となり、300 円軽減されるものでございます。 

附則でございますが、第１項で、施行期日、この条例は、令和６年４月１日から施

行すると定め、第２項で、不利益が生じないよう経過措置を定めています。 

以上、大変雑駁ではございますが、議案第 15 号の提案理由及び内容の説明とさせ

ていただきます。 

よろしくご審議賜りますよう、お願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これより討論を終わります。 

これより、議案第 15 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、枝幸町介護保険条例の一部を改正する条例については、原案のとおり

可決されました。 

 

◎日程第２５ 議案第１６号 

○議長（小原 仁君） 日程第 25 議案第 16 号 枝幸町老人福祉センター条例を廃

止する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課長。 

（保健福祉課長有賀博輝君 登壇） 

○保健福祉課長（有賀博輝君） 議案書 19 ページをお開きください。 

議案第 16 号 枝幸町老人福祉センター条例を廃止する条例について。 

枝幸町老人福祉センター条例を廃止する条例を次のように制定する。 

令和６年３月６日提出、枝幸町長。 



- 76 - 

 

提案理由の説明を申し上げます。老人福祉センターにつきましては、昭和 53 年に

整備され、多くの方に利用されてきましたが、近年は利用者数の減少や施設の老朽化

も著しく、今後も長期にわたり継続して利用するには多額の管理費や修繕費等が必要

となります。 

また、老人福祉センターの隣接地には保健福祉センターもあり、先ほど、議案第

14 号で、14 号の保健福祉センター条例の一部改正により多目的室も整備され、集会

や娯楽などの代替施設として活用できる居室も確保されており、加えて、行財政改革

の観点からも、類似施設の統廃合を進めることが必要であることから、令和６年３月

31 日をもって施設を閉鎖することに伴い、本条例を廃止するものでございます。 

施設については、いずれ取り壊されることになると思いますが、現在のところ、い

つ取り壊すかについては未定でございます。 

なお、老人福祉センターに附設されている趣味の作業所につきましては、当分の間、

運営を継続することといたします。 

附則としまして、この条例は令和６年４月１日から施行すると定めています。 

以上、大変雑駁ではございますが、議案第 16 号の提案理由とさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますよう、お願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 16 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 16 号 枝幸町老人福祉センター条例を廃止する条例について

は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２６ 議案第１７号 

○議長（小原 仁君） 日程第 26 議案第 17 号 枝幸町特定公共賃貸住宅管理条例

の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

建設課長。 

（建設課長平谷昌仁君 登壇） 

○建設課長（平谷昌仁君） 議案書 20 ページでございます。 

議案第 17 号 枝幸町特定公共賃貸住宅管理条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町特定公共賃貸住宅管理条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和６年３月６日提出 枝幸町長。 
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提案理由のご説明を申し上げます。この度の条例の一部改正につきましては、住宅

の設置場所、戸数等は、条例の別表及び施行規則別表でそれぞれ定めておりますが、

双方の規定内容が重複しており、入退去に係る事務作業が煩雑いたしますことから、

その内容を整理し、施行規則へ移行する形で、本条例の一部を改正するものでござい

ます。 

内容につきましては、別紙の議案関係参考資料によりご説明申し上げます。 

42 ページをお開き願います。 

右側が改正後になりますが、アンダーライン部分の第２、第２条中、別表のとおり

とするを、規則に定めるに改めます。 

附則として、この条例は、公布の日から施行するとしております。 

以上、議案第 17 号の内容説明とさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 17 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 17 号 枝幸町特定公共賃貸住宅管理条例の一部を改正する条

例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎延会宣言 

○議長（小原 仁君） ちょうどお時間となりましたので、これで本日の審議は終了

したいと思います。 

ご苦労さまでした。 

（延会 午後５時００分） 

 

 


